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経済の概況

本市の人口は約4 7万余を有L、北九州屯櫛司市につぐ九州第3位の都市であるOとの人口も今後本市の

都市集積の結果昭和60年には60万となり、 -県内におけるウエイトも45年の25%より35%になると

予測されている。

本市をとりまく経済環境も着々整備されつつあるOすなわち昭和4 6・年4月には高遊原に新熊本空港がオー

プンし東泉大阪など主要都市との時間拒離が短縮さti, 4 8年1 1月・:去九州自動車道の熊本・鳥栖間が開通

したOこれは別府・阿蘇道玖鹿児島本線の電化複線化の整備と相まも.本市が九州の位置的中心という諸条

件により今後九州における交通拠点としての性格を強めるものと思われる。
ぺvfy<

東に現在調査が行われている国鉄新幹線の熊本までの延尽熊本港の建設ま今まで脆弱であった本市経済基

盤を飛躍的にたかめる要因である。

・ri*'ふ'.I-。・二1rうi・iii>V'/:し.-IL'HJ　. 一il,・:蝣川　　弘・ーIiiK一一＼i'viqO'v.・li_こ二: riL　　ふ・¥　蝣・.蝣=)蝣;i

4 5年1 0月疎通業務政令都市の指定を受けた。まt　4 6年4月商業近代化都市の指定を受け本市商業の1 0

'ト1ト・　　　トl∴.・-ij　　-.,.;t;i.、 I_ミ∴転..-'.I'll、一トト1:L Ihりl卜一iMM-.-r=~・・、 ・うt・通　　　　と二

等本市が当面する問題点の解明を行っ1ら

本市の従業員の就業構造をみると、製造業において3 0 0人以下.商業において卸売業では1 0 0人以T.

小売業・サービス巣では5 0人以下が9 9 %を占めている中小企業の都市である。

また本市の産業構造を産業別市民所得(昭和4 6年)の構成からみると、第1次産業が2.1 、第2次産業

1 6.7%.、第3次産業8 1.2:であり、居住地主義による産業月収業人口構成(昭和46年)は>.1: 、19.3

7 4.6%であ尋O

これらの統計が示す通り第3次産業のウエイトが特に高く商集.サービス業を申しとした消費型都市という

ことができよう。
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2　商　　　　業

(1)業種別商店数・従業員数・年間販売額

(昭47. 5. 1現在)

業 種

商 店 数

従 業 員 数 年 間 販 売 額
商 店 数 構 成 比

合 計 l l,3 8 4

%

6 3 , 4 8 8

百万 円

6 2 9 ,4 1 9

卸 小 売 集 計 !, 8 2 2 - 5 1 , 9 8 3 6 1 5 , 0 8 9

卸 売 業 . 計

各 種 商 品 卸 売 業

1, 7 0 3

1

1 0 0

0

2 0 , 6 2 2

t=r

4 5 7 , 0 3 3

1 こと

歳 維 晶 卸 売 業 3 3 1. 9 tr . こr

衣 服 身 の まわ り晶 卸 売 業 1 6 6 9. 7 1 , 7 4 2 1 9 , 4 5 1

農 畜 産 物 . 水 産 物 卸 売 業 2 7 6 1 6 . 2 2 , 8 8 0 1 4 1 , 5 8 7

食 料 . 飲 料 卸 売 業 2 8 4 1 6 . 7 2 , 9 7 0 4 8 , 4 3 0

医 薬 品 . 化 粧 品 卸 売 業 8 7 5. 1 2 , 1 1 5 2 7 , 0 8 6

化 学 製 品 卸 売 業 5 4 3. 2 5 6 3 9 , 6 7 6

鉱 物 . 金 属 卸 売 業 5 8 3. 4 9 6 9 2 1 , 6 9 9

機 械 器 具 卸 売 業 3 1 8 1 8 . 7 4 , 5 1 1 0 7 , 0 5 2

建 築 材 料 卸 売 業 1 7 0 1 0 . 0 1 , 8 4 5 4 6 , 3 1 8

家 具 .建 具 . じゆ う器卸売業 7 5 4. 4 5 8 4 6 , 4 0 7

再 生 資 源 卸 売 業 3 7 2 . 2 2 1 3 1 , 4 1 2

そ の 他 の 卸 売 業 1 4 4 8 . 5 1 , 5 7 0 2 0 , 6 4 8

代 理 商 . 仲 立 業
- - - -

小 売 業 、 計

各 種 商 品 小 売 業

7, 1 1 9

2 2

1 0 0

0 . 3

3 1 , 3 6 1

3 , 0 7 5

1 5 8 , 0 5 6

2 4 , 8 8 5

織 物.衣 服.身の まわ り晶4 成 業 8 3 5 l l. 7 4 , 8 8 9 1 9 , 9 0 0

飲 食 料 S i >b -IE 3 , 4 5 2 4 8 . 5 ), 9 8 1 3 9 .7 2 1

自動 車 . 自転車 .荷 車等/J境 業 3 0 3 4. 3 2 , 8 3 1 2 6 , 1 1 2

家 具 .建 具 . じゆ う捌 、売菓 6 2 6 8. 8 2 , 8 3 .6 1 7 , 2 5 5

そ の 他 の 小 売 業 1 ,8 8 1 2 6 . 4 7 , 7 4 9 3 0 , 1 8 3

飲 食 店 2 ,5 6 2 - l l , 5 0 5 1 4 , 3 3 1
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(2)業種別・規模別従業者数

業 種 計 1 ′、 3 ′、 5 ′、 1 0 .I 2 0 ′、 3 0 ~ 5 0 ′ー 1 0 0 人

2 人 i A 9 人 1 9 人 2 9 人 4 9 A 9 9 人 以 上

合 計 5 1 ,9 8 3 7 .1 1 6 6 ,5 1 9 8 ,8 1 2 8 ,1 8 0 4 ,3 5 9 4 ,5 1 7 4 ,6 3 8 7 ,8 4 2

卸 売 業 計 2 0 ,6 2 2 5 0 1 1 ,2 6 8 3 ,2 8 5 4 ,1 1 1 2 ,5 6 4 2 ,7 9 0 2 ,9 5 7 3 ,1 4 6

各 種 商 品 卸 売 業 L=r

JC

1 ,7 4 2

- t=と

- 繊 維 品 卸 売 業 9 3 9 5 9 6 8 6 2 tr

衣 服 . 身 の ま

わ り 晶 卸 売 業
5 4 1 2 0 3 3 9 4 6 7 2 3 6 ∬ 3 5 7 、君

農 畜 産 物

水 産 物 卸 売 業
2 ,8 8 0 1 1 3 2 8 6 4 4 7 4 0 4 2 9 8 2 6 3 4 6 9 6 0 0

食 料 .飲 料 卸 売 業 2 ,9 7 0 1 0 7 2 2 4 4 9 0 6 5 6 3 5 6 4 4 8 3 3 8 3 5 1

医 薬 品 . 化 粧

品 卸 売 業
2 ,1 1 5 2 2 4 5 1 1 0 2 0 6 3 0 2 1 4 5 5 3 7 7 4 8

化 学 製 品

卸 売 業
5 6 3 1 2 3 1 1 5 6 1 3 2 t2 7 Lr -

鉱 物 . 金 属

材 料 卸 売 翠
9 6 9 5 2 5 1 1 6 2 2 7 J 、 3 7 8 t=r

機 械 器 具 卸 売 業 4 .5 1 8 5 7 2 1 5 6 7 4 9 1 7 4 7 3 6 5 8 8 6 0 6 6 4

建 築 材 料 卸 売 業 1 ,8 4 5 5 4 1 0 7 3 3 1 4 1 3 3 4 2 2 8 6 1 9 2 1 2 0

家 具 . 建 具

じゆ う器 卸 売 業
5 8 4 1 6 6 5 1 9 2 1 5 0 Lr tr

再 生 資 源 卸 売 業 2 1 3 2 1 3 4 4 7 3 9 7 2

そ の 他 の 卸 売 業 1 ,5 7 0 3 1 7 7 3 2 4 4 3 2 2 8 1 2 2 1 α α

代 理 商 . 仲 立 莫

小 売 業 計 3 1 ,3 6 1 6 ,6 1 5 5 ,2 5 1 5 ,5 2 7 4 ,0 6 9 1 ,7 9 5 1 ,7 2 7 1 ,6 8 1 4 .6 9 6

各 種 商 品 小 売 業 3 ,0 7 5 1 5 - - - t≡r Lr 2 2 1 2 ,7 7 0

!織 物 . 衣 服 . 身

の ま わ り品 4、売 業
4 ,8 8 9 5 9 2 6 1 8 1 ,0 3 0 1 ,0 0 3 t=r 5 0 3 4 5 4 Lr

飲 食 料 品

小 売 業
9 ,9 8 1 3 ,4 4 9 2 ,7 5 5 2 ,0 0 4 8 9 3 2 6 5 J、 2 3 2 . 、r

自動 車 . 自 転 車

荷 車 等 小 売 業
2 ,8 3 1 2 8 1 1 6 8 1 9 5 2 4 8 9 1 1 1 3 3 3 8 1 ,3 9 7

家 具 . 建 具 . じ

ゆ う 器 小 売 業
2 ,8 3 6 5 4 6 5 1 6 6 0 9 4 4 2 1 7 9 3 5 0 J 、

*

Lr

そ の 他 の 小 売 美 7 ,7 4 9 1▼7 3 2 1 ,1 9 4 1 ,6 8 9 1 ,4 8 3 6 7 0 4 5 1 Lr tr
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3　　工　　　業

(1)産業別事業所数・従業者数・製造品出荷額等

産 業 中 分 類

事 業 所 教 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等

昭 和

4 6 年

実 数

昭 和 4 7 年 対 前

年 比

昭 和

4 6 年

実 数

昭 和 4 7 年 対 前

年 比

昭 和

4 6 年

実 数

昭 .和 4 1 年 対 前

年 比実 数 構 成 比 実 数 構 成 比 実 数 構 成 比

総 数 1 .3 6 3 1 ,5 5 3

蝣サ・

1 0 0

%

1 1 3 .9 2 6 ,0 8 6 2 6 ,4 8 0

%

1 0 0

%

1 0 1∴5

'j W

9 .1 3 6 ,4 6 5

万 円

1 0 ′1 5 0 ,4 5 8

%

1 0 0

%

1 1 1 .1

鼻 tt .11 製 患 専 1 9 l> 5 2 8 3 4 .0 1 0 6 . 5 7 ,9 3 4 7′9 8 8 3 0 .2 1 0 0 .7 3 ,7 2 3 ,8 0 6 3 β 7 5 ,5 5 9 3 9 .2 1 0 6 .8

級 推 I 業 2 8 3 2 2 .1 1 1 4 .3 1 . 1 6 2 1 ,0 0 7 3 .8 8 6▼7 5 9 2 ,9 2 4 5 5 4 .9 7 2 5 . 5 9 3 .6

衣 恥 . せ い 他 叫 叫 サ .'ォ',サ * 畢 5 9 7 7 5 .0 1 3 0 .5 1 ,0 2 5 l t1 5 4 4 .4 1 1 2 ▼6 1 6 2 ,7 3 9 1 6 2 ,2 8 0 l ti 9 9 .7

木 材 l 木 製 品 製 造 業 1 1 0 1 1 7 7 .5 1 0 6 .4 9 3 0 9 9 7 3 .8 1 0 7 .2 3 8 9 .9 0 1 4 6 6 ,8 7 6 4 .6 1 1 9 .7

凍 R ・ R i* ,!?. 廿 息 専 1 3 1 1 4 3 9 .2 1 0 9 .2 1 .2 2 1 1 .3 0 9 蝣1 ・? 1 0 7 .2 3 2 6 .5 6 1 4 0 3 .5 3 3 4 ▼0 1 2 3 .6

/ミサ zf - 社 . 社 加 工 品 製 造 業 2 5 2 7 1 .7 1 0 8 .0 4 4 9 4 3 9 1▼7 9 7 .8 9 8 ,1 4 9 1 0 1 .0 0 2 1 .0 1 0 2 .9

出 版 . 印 刷 . 同 関 連 産 業 1 2 2 1 5 9 1 0 .2 1 二1 0 3 2 .6 5 9 2 β 0 0 1 0 .6 1 0 5 .3 5 9 6 ,5 4 1 7 2 0 .9 7 4 7 .1 1 2 0 .9

I L 5 V * 2 5

3

2

1

6 3

7

3

1 1 7

2 7 1 .7 1 0 8ー0 8 9 4 8 2 6 Sワl

ユ、

、r

I .

3 .5

9 2 .4

.r

ーr

こr

1 0 8 .2

3 4 1 ,6 5 0 3 7 8 ,4 3 6 3 ▼7

、r

LZ

3

3 .8

1 1 0 .8

石 油 . 石 炭 製 品 製 造 柔 2 0 .1 6 6 .7 3 9 l2 1 8 .6 9 6 J Pl Lr

イ - 9 3 S W IS * 4 0 .3 2 0 0 . 0 、r こr 、r .I よ、

皮 革 . 同 製 品 製 造 業 1 0 .1 1 0 0 .0 U r . r 、r J .2 7

窯 業 . 土 石 製 品 製 造 業 6 4 4 ▼1 1 0 1 .6 8 6 9 9 4 0 3 1 7 ,6 2 4 3 9 0 ,9 4 0 1 2 3 .1

鉄 絹 業 1 2 0 .8 1 7 1▼4 2 1 7 1 9 6

l r

0 .7

、r

9 0 . 3

、r

6 5 .7 6 1

5 .5 8 5

5 7 ,8 5 4

3

O f.

l′ど

8 8 .0

.r
非 鉄 金 属 製 祖 業

金 属 製 品 製 造 業

2

1 4 9

0 . 1

9▼6

6 6 .7

1 2 7 ▼4

2 3

1 .6 0 0
1 ,6 4 0 6 .2 1 0 2 .5 4 4 7 ,4 8 2 5 0 9 .7 4 8 5 .0 1 1 3 .9

一 般 機 械 器 具 製 造 業 5 1

5

s

8

1 0 2

6 4 蝣I 1 1 2 5 . 5 1 ,9 8 1 ご.0 9 C> 7 .9 1 0 5 .8 7 8 6 .2 1 7 8 5 5 ,7 1 3 8 .4 1 0 8 .8

電 気 機 械 器 具 製 造 業 7 0 .5 1 4 0 . 0 2 .2 4 8 2 ,0 1 1 7ー6 s y .s 5 5 5 .9 1 4 7 2 0 , 1 8 4 7 .1 1 2 9 ▼5

積 送 用 機 械 器 具 製 造 業 7 0▼5 1 4 0▼0 2 9 1 1 3 0 . 4 3 8 9 .7 l l ,2 0 1 3 8 .1 3 8 0 .4 3 4 0 .5

滞 密 機 抜 器 具 製 造 業 1 0 0 6 1 2 5 . 0 1 4 7 1 1サ1 0 . 6 1 0 9 .5 4 9 .6 8 2 5 3 .6 5 7 0 .5 1 0 8 .0

そ の 他 の 製 造 業 1 2 1 7 ▼8 1 1 8 .6 6 2 0 8 4 1 3 .2 1 3 5 .6 1 3 6 ,3 9 6 2 2 9 .9 9 3 2 .3 1 6 8 .6

(2)規模別事業所数・従業者数・製造品出荷額等

規 模

事 業 所 数 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等

昭 和

4 6年

実 数

昭 和 4 7 年 対 前

年 比

昭 和

4 6 年

実 数

昭 和 4 7 年 対 前

年 比

昭 和

4 6 年

実 数

昭 和 4 7 年 対 前

年 比実 数 或 比 実 数 ヒ 実 数

総 数 13 6 3 1 5 5 3
%

1 0 0
9

1 1 3 9 2 6 0 8 6 2 6 4 8 0
1 0 ♂ *

1 0 1 5
9 1 3 6 ,4 甲 1 0ユ5 0雷罷 l o 曹 1 1 盈

3 人 以 下 4 3 0 5 2 2 3 3 6 1 2 1 .4 9 4 7 U 4 0 4 3 1 2 0 .4 1 4 2 2 7 9 2 0 1β4 6 2∫) 1 4 1 9

4 ノ々 ) 9̂ 4 9 9 5 8 8 3 7S 1 1 7 B 3 0 6 3 3 5 6 8 1 3 5 1 1 6 5 6 8 3 3 5 0 8 8 6 1 1 5 8 .7 1 2 9 .7

1 0 A ~ 1 9A 2 2 0 2 3 1 1 4 9 1 0 5 0 3 0 9 6 3 2 7 5 1 2 .4 1 0 5 8 1ユ4 0 1 2 6 1 2 0 3 β6 9 1 1 9 1 0 5 6

2 0 A ~ 2 9 A , 7 5 7 1 4 .6 9 4 7 1β2 4 1 ,7 5 1 6 6 9 6 1) 7 2 9 ,4 8 8 7 5 4 6 9 2 7 .4 1 0 3 5

3 0 A ~ 4 9A 5 9 6 0 3 9 1 0 1 7 2 2 7 4 2 2 9 2 8 .7 1 0 0 8 9 2 9 8 0 5 9 5 9 C 1 6 9 4 1 0 3 2

5 0 A ~ 9 9 A 4 0 4 2 2 .7 1 0 5 0 2 7 0 6 2β6 1 l o b 1 0 5 7 1ユ7 8 3 9 6 1 5 2 5 9 2 8 1 5 0 1 2 9 5

1 0 0 A ~ 1 9 9A 2 3 2 0

9

5

5

1 3 8 7 JU 3 0 2 8 2 3 7 6 9 D 7 8 5 1 1 9 6 6 8 1 1ユ3 4β6 1 1 1 2 9 4 8

2 0 0 A - 2 9 9A 7 0 6 1 2 8 .6 1 5 8 6 2 1 5 7 8ユ 1 3 6 D 8 8 5 5 0 8 1β0 4 0 2 0 9 3 1 1 3 3

3 0 0ノく-4 9 9A 4 0 3 1 2 5 0 1 5 7 4 2 O O 5 7 6 1 2 7 .4 6 1 3 .4 8 8 8 7 2 ,4 2 4 8 .6 1 4 2 2

5 0 0 人 以 上 6 0 3 8 3 3 5 9 8 8 5 0 5 5 1 9∫) 8 4 .4 1β3 8 1 4 4 1β0 7 β8 7 1 5 9 9 8 2
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(3)工業用地現況

種 別 地 域 名 面 積 備 考

工 業 地 域 十 禅 寺、 日 吉、 川 尻
3 3 2 h a うち通産省指定 7 2 h a

準 工 業 地 域

南 熊 本、 田 迎、 蓮 台 寺

高 野 辺 田、 田崎、 上 熊本、

健 軍

7 9 5

合 計 1,1 2 7 通産省指定計 7 2

(4)地場企業振興対策

昭和4 5年度において「中小企業振興助成条例」を制定し、助成亀補助金等を交付することにより地場

'企業の組織化高度化.近代化の促進に努めている。

中小企業振興助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭4 7.4. 1改正)

助 蝣t o 樽 湖 助 成 対 象 助 成 措 置

事 業 助 成 金

中小企業EfL体のうPち市長の認めるも

のを組織したとき
6 万円以内

謝吉衝振興組合設立後 3 カ年間の運 年間6 万円以内

S fl 3 カ年間

u
商 店 筒 振 興 組 合 その他の申j、企業団体

嘩 化施設等建設費 ′＼ 2 0

丁詣 以内

限度額 30 0万円

∫/ 5β0 0万円未満 1 0 0

建設費5,0 0 0万円以上
1.0 0 0万円+ (超翫 )

限度額 2.0 0 0万円

利 子 補 助 金 近代化設備

金融後閑からの融資の融資残額のi吉 以内

3 カ年間

融 資 の 近代化設備、高安化施設等 福利噂生
融資のあっせん

あ っ せ ん 施没

便 宜 の 供 与 中小企業民体のうち市長の認めるものを 用地のあっせAjt 労働力の確尽 道埠等の整備

組織したとさ担代化設侃 高度化施設等 情玖 資料の提供、その他
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(5)鉄工団地

中小企業近代化の一環として市内に散在していた1 7企業がミ昭和4 0年度に通産省の許可を受賎工

I:1'i.ii.iL'汁***'{''蝣I,、 1 =Lト　　　　　Ml　　∴>'.':!・∴ ・、 ',I i-、 ・"i:、 JL l二　　呈;-ミ=叫i r.

種々の特色ある金属製品の製造又は金属加工を行っている。

名　　　　　称　熊本総合鉄工団地協司組合

所　　在　　地　熊本有長嶺町2331番地

代　　表　　者　理事長　　塚本久夫

設　立年　月　日　　昭和39年10月27日

阻合員総資本金　　　4 9,1 5 0千円
出　資金　総額　　　　8,570千円

-124-
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坐間 産額　　4,000,000千円

地　面　積　　74,363irf

面i 積　18,518rf

業　員　数　　　960人

入企業数　　　　17企業



4　中小企業金融対策

(1 )中小企業金融制度一覧

(昭49.6.1現在)

制 度 名

( 発 足年 月 日 )
目 的

融 資 条 件 保 証 料

(実質保証料)

市 預 託 条 件 県保証協会再預託条件

実施期間 聴 扱金 融 機 関
対 象 使 途 貸 付 限 度 .貸 付 利 率 貸 付 期 間 予 算 利 率 融資枠 預託 枚 関 利 率 預 託 機 関

小 口 資 金

市 内中小零細企業者 の小 口資金

の融資 を円滑にしその経営の質

市内で 1年以上 同- 事業 を経

営 している小規模事業者 ( 資本

1

運 転 資 金

1 企業 1 口

200 万円以内

2 0 カ月

年利 7.00*

2 0 カ月 : 03 票 』 千円 % 千円

県 信 用

保 証 協 会

%

肥 後 .銀 行 常 時 肥 後 銀 行
融 資

(昭3 8 . 8. 7 )

的向上をはかる 金 2 0 Q万以下 の法人又は個人で

かつ従業員が2 0人 以下 の企業

者it)

設 備 資金

3 0 カ月

年利 7.50&

6 0 カ月

年利 8 .008

3 0 カ月

6 0 カ月

6 0カ月 0.65S

2崩の1t瑚 担

3 3▼60 0 出指金の

ため無利

息

(20 倍)

672,000

.無 担 保

無 保 証 人

市 内中小 零細企業 者の小 口資金

の融資を円滑にす るために無担

市内で 1 年以上、 同一専業 を経

営 している零細小企業者 〔従業
運 転 資 金

1 企 業 1 口

2 0 カ月

年 利 8 .008

2 0 カ月

又は 年利 0.7 7*
8,00 0 〟 (2 0倍) 〟 ′′ 常 時 肥 後 銀 行

*

(昭4 6ー5. 1 )

保無保証人で融資 しその経 営の

質的向上 をはかる

員5人 以下(サー ビス業 . 商業は

2人以下)の企業者 〕

設 備 資 金 100万円以内 30 カ月

年利 8.25%

3 0 カ月 2分の1(嘩 160,000

経 営 安 定

a & m サ

小 規模事業振興.

中小企業の経営の合理化及び長

期的な安定ならびに企業の体質

改善のため、 必要な長期資金の

融資 を行い その経営 の長期的

市内で 1年以上 同一事業 を経

営す る中小企業者

運 転 資 金 1 企 業 1 口

万 拐

年利 8.00*

I J-.

5 年以 内

ただ し設備

の場合 6 カ

月以内の据

置を認める

年利 0.78 *:

8 0,000 年利 2.50

、

( 3倍)

〟 年利 3.5 0

肥 後 銀 行

肥 後 相 互 銀 行

と一 常 時

肥 後 銀 行

肥 後 相 互銀 行

(禁 票 芸覧 4l7 安定と事業 の健全な発展を図 り

もって本市 中小企業の振興に寄

与することを目的 とする

設 備 資 金 500 円ス内 ただし、3 年

以内の場合{

年利 7.50SK

2朝の1は市触
24 0,000 熊 本 相 互 銀 TJ

熊 本 信 用 金 庫

創埠讃ト信用金庫

熊 本 相 互 銀 T丁

熊 本 信 用 金 庫

青朝項卜信用金庫

特 別 短 期 中小 企業者 に対し短期資金の融 市内に 1年 以上居住 し、 かつ 同

運 転 資 金
1 企 業 1 口 年利 7.00̂ 1 年 以内

年利 0.84*

4 5,00 0 年利2 .0 0 ( 2倍) 〟 年利2 .0 0

肥 後 銀 行

常 時

肥 後 銀 . 行

資 金 融 資

(昭4 8. 4一1 )

資 を行 い、そ の金融 難 を緩和 一事業 を引き続き 6 カ月以上営 貸付金勧 ミ60 熊 本 信 用 金 庫 熊 本 信 用 金 庫
して中小 企業の振興と健全な発

展を図る

む中小企業者 15 0万円以内 (誓 票 ) 万円以相ま全

額有負担

90,000 有功項を一一信同金庫 熊本第一信同金庫

開 業 等 資 金

融 資

(昭 4. 1 )

高 度 化

資 金 融 資

(昭4 4 . 4. 1 )

公 害 防 止 施

設 資 金 融 資

(昭4 61 1. 1 )

中 元 . 年 末

市内の商工業に勤務す る従業 員

に対 し独立開業の道を開 くため

の資金及び小規模事業者が事業

市内 に居住 し、満2 5才以上の者

で. 同事業所に 5 年以上継 続し

て勤務又は同一業種に通算 して
=運転 資 金

設 備 資 金

運 転 資 金

設 備 資 金

設 備 資金

短期運転資金

1 企業 1 ロ

100 万円以内

1 組合

3,0 00;万円以内

1 組合 員

500 万円Jガ内

200 万円以内

200 万円以内

年利 7.0 0*

ただし、3 年

5 年以内

し∵∴ ㍑ 1

7 年 以内

ただし運転資

金は3年以内

農 票 )

7 年 以内

(& 雷票 )

4 カ月

年利 0.78*

10,0 00

5 0,0 00

10,00 0

30 0β00

年利 2.0 0

年利 1.5 0

年利2 .0 0

年利5 .2 5

( 2倍)

2 0,000

( 4倍)

20 0,00 0

( 2倍)

2 0,00 0

( 2倍)

60 0,000

〟

商 工 中 金

県 信 用

保 証 協 会

市内名相互銀行

年利2 .0 0

年利 3.5 0

肥 後 銀 行

舵 (% m

常 時

常 時

常 時

中元

肥 後 銀 行

商 工 中 金

肥 後 銀 行

市内各相互銀 行
市内各信用金 庫

転 換に要する資金 を融資し、 も

って中小企業の振興を図 ること

を目的一とす る

市内の中小企業者等が事業の高

度化 また は近 代化 を行 うこと

に対 し、必要な資金の融資を図

りもって中小 企業 の振興に寄与

することを目的とす る

市内中小企業者が 公害防止施 設

の設置 もしくは改善に要す る資

金 を融資 し 市民の健康の保護

生活環境の保全をはか る

市内中小企業者の中元、年末 時

8 年以上勤務 している者で、従

来従事 していた業種 と同一の事

業を営 もうとする者

事 業 協 同 組合

.商 店 筒 振 興組 合
環 境 衛 生 同 業 組 合

及 び そ の 組 合 員

市内で 1年 以上 同一事業を経

営す る中小企業者で公害防止施

設の設置もし くは改善が必要 と

認め られた者

市内で 1年以上、 同一専業 を経

以内の場合{

年利 6.75#

年利 7.9 W

年利 7.5膨

年利 9.0 Q*以

2分の1(噸 担

な し

年利 0.7 i*

全額市負担

保証付の場合

0.9 6ォ
資 金 融 資

(昭2 8. 6. 1 )

期の資金需要に対する金 融を円

滑にし、 その育成振興 をほか る

営する中小企業者
商工中金(組合)

500 万円以勺
年利 8 .5 ft」

以内

市内各信用金奉

商 工 中 金

紐 細鼎訴舶合

議銀 信用組 合

6月、9月

年末

10月、1月

ロ
商 工 中 金
絵棚 組合
商 銀 信 用 組 合

-125.～ 126「



一4.

ォf

I



(2)融資状況

区 分

制 度 名

4 7 年 度 48 年 度

件 数 金 額 件 数 金 額

小 口 資 金 融 資 2 7 9
1 8 1 ,6 0 ㌔ 円

5 3 5
5 3 9 ,2 6 r

無 担 . 保 無 保 証 人 融 資 1 2 4 5 5 , 4 0 0 1 0 7 7 0 ,4 0 0

4 8 5 ,6 0 0

経 営 安 定 資 金 融 資 5 1 1 0 1 ,4 0 0

1 4 4

中 小 企 業 設 備 近 代 化 融 資 4

2

5 ,0 0 0

特 別 短 期 資 金 融 資
- 4 4 1 9 ,7 8 0

高 度 化 資 金 融 資 5 0 ,0 0 0 6 6 7 ,6 8 0

公 害 防 止 施 設 資 金 融 資 0 0 0 0

中 元 . 年 末 資 金 融 資 6 9 8 7 8 9 ,3 1 0 4 6 8 7 2 7 ,3 5 9

1 , 1 5 8 1 , 1 8 2 , 7 1 0 1 , 3 0 4 1 .9 1 0 ,0 7 9

5　　労　務　対　策

(1)新規学卒に関する指標(男女計)　　　　　　　　　　　　　　　(熊本職安管内)

区 分

昭 和 4 9 年 3 月 卒 昭 和 5 0 年 3 月 卒 (予 定)

中 学 高 校 中 学 高 校

A 卒 業 者 数 9,0 8 8
I 酵

l l,7 2 1
I 酵

8,9 7 6
_ #

l l,3 7 7
*

.B 進 学 者 数 理 )
8 ,3 9 8 9 2 .4 5,4 4 9 4 6 .8 S,7 1 2 9 7.1 6,0 1 7 5 2.9

0 鑑 業 者 数 ¥a ) 3 7 8 4一2 5,3 9 9 4 6.1 1 8 8 2 .1 5,0 0 4 4 4.0

小 -, I >v¥.L 紳 ( 0 2 8 9 7 6.5 3,3 7 9 6 2.6 1 7 5 9 3ユ 3.7 4 2 7 4.8

(2)求人活動状況

ア　熊本県産業開発求人対策協議会

設　　立

日　　的

組　　織

活動状況

昭和3 9年8月

年々深刻化する県外企業の求人攻勢に対処するため、県内中小企業者が団結し.若年労働

力を確保するため尭力な求人活動を全県に展開し、もって県内産業の開発を促進する。

建設業下請業種6団体及び個人3企業により組織,

県内各職業安定所を訪問し、参加企業の各職種P R活動、並びに求人状況、就職者の近況

等説明、また各構成企業の初任給のアップ,従菓員宿舎等、福利厚生施設の充実に努めるとと

もに就職後は「熊本市事業内高等職業訓練校」に自動的に入校、職業訓練を実施し、技能わ

L'ベル7ップを図る等.労働条件の向上定着を鮭織的に推進している。
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イ　熊本置用対策協議会

設　　立　　昭和44年3月

目　　的　　職業安定機関と緊密な連絡を保ち.産業界の必要とする労働力の確保と安定を図り.地域

経済の発展に寄与することを目的とするO

組　　織

普通会員　　この会の趣旨に賛同して加入申込のあった熊本公共職業安定所管内に所在する事業所及

び企業別団体

特別会員　　熊本市・益城町・菊陽町並びに熊本商工会議所・熊本県中小企業団体中央会

活動状況

・新規中学高校卒業者の確保

県内職業安定所訪問

県内高校訪問

求人者、中学校との懇話会協力

県内高校進路指導主事との懇談会

学卒求人についての説明会

・新規就職者の合同受入式

・就職者激励慰安会

. ・勤労青少年の定着及び福祉対策

・職業安定機関との連絡の強化

(3)職業訓練

求人対乳若年労働力の確保および技能者養成を目的として.昭和3 9年度に建設果製造業の10団体訓

練生5 0 0人を対象と-して、熊本市工芸指導所内に熊本市事業内共同職業訓練所を建私多大の成果を収め

てきた。

しかし、その後訓練生の増加により、教室実習室の不足をきたしたた*.昭和4 4年度に熊本市工芸指導所

を廃止し、同敷地内に熊本市事業内高等職業訓練校を建玖続いて昭和4 8年度には同校の体育室を増設し

技能者の養成を強力に推進している。

熊本市事業内高等職業訓練校

所　在　地　熊本市南熊本3丁目8番16号

.敷地面積　　2,437irf

建設年月

建物面積

建　設　費

構　　　造

加入団体

訓練生数

第2校舎　昭和40年5月　本館第1期工事　昭和45年4月　本館第2期工事　昭和49年1 1月

464.40m2　　　　//　　　　　720.50m2　　　　　〝　　　　　　　299.94irf

N　　　　7.782千円　　　　〝　　　　　28,765千円　　　　〝　　　　　28,57 3千円

〝　　軽鉄骨2階建　　　〝　鉄筋コンクリート2階建　　　〝　　　　鉄骨耐火造

12団体

46年度　783人
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47年度　664人

48年度　690人

49年度　610人

(4)勤労青少年ホーム

本市内の事業所に勤務する1 5才- 2 5才までの勤労青少年は約3 3,0 0 0人を数え従来よりこれら若い

人々のための職場内外の福利厚生施設の整備充実が強くさけばれてきたが、昭和4 5年度において本市中小企

業に働く青少年に余暇の善用として憩い.軌　スポーツ.教養等の場を与え、地場産業への定着を図ると共

に、健全な育成と勤労意欲の向上を期すべく県並びに関係団体の協力を得て勤労青少年ホームを建設。

設　置　主　体　　　熊本市

所　在　地　　熊本市新屋敷1丁目18番28号

構　　　　　造　　鉄筋コンクリート　3階建　冷暖房施設

面　　　　　蔵　　　敷地面積　　85 1.7Oe!

建築面積　　3 7 0.8 4ォ!

着　　　　　工

完　　　　　成

開　　　　館

建　　設　　費

延面積1,264.95

昭和45年9月12日

昭和46年3月31日

昭和46年5月　1日

64,4 3 7芸芯外1度
(5)勤労婦人センター

本市の中小企業に勤務する婦人労働者ならびに勤労者家庭の主婦は約1 8万人を数えるが.これらの人々の

福祉の向上を図るための拠点として、昭和4 8年度勤労婦人センターを建設。

設　置　主　体　　熊本市

設　置　場　所

構　　　　　造

面　　　　　積

着　　　　　工

完　　　　　成

開　　　　　館

建　　設　　費

熊本市本山町4 8 4番地

鉄筋コンクリート　3階建　冷暖房施設

数地面積　　8 9 1 iが

建物面積　　459.1 6 6m'

延面積　1,118.05m"

昭和48年6月18日

昭和49年3月31日

昭和49年6月　6日

98,044千円

(6)雇用促進住宅

昭和4 5年4月1日より本市は広域職業紹介送り出し地域指定除外が決定、名実ともに労助力の需要地化し

たO今後若年労働力のみならず、中高年齢層の有効活用を積極的に開拓するた屯その受け入れ態勢の一環と
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して区域外からの移転就職を容易にするため、雇用微細美田による雇用促進住宅を建筑

龍田宿舎

所　　在　　地　　　熊本市龍田町大字上立田1 2 6 5番地の4

敷　地　面　積　　　7,639.95b'

戸　　　　数　　　4棟160戸(45年度2枚80戸. 46年度2枚80戸)

近見宿舎

所　　在　　地　　　熊本市近見町

敷　地　面　積　　　的8,500s

戸　　　　数　　　4棟160戸予定(49年度2棟80戸. 50年度2棟80戸)

(7)中小企業勤労者福祉共済

発　　足　昭和49年6月1日

目　　的　市内の中小企業に勤務する従業員に対し、本事業を実施することVCよりt当該従業員の福

祉のl増進並びに中小企業の労働力の確保及び従業員の定着を図り-.もって中小企業の振興に

寄与する。

共済掛金1人月額　200円

事　　　業

ア　福利事業

o i,クI)エーショソの諸事業のBEI催

o夏期に海の家.山の家を設置(無料)

oデパート、商店街及びL,ジャー施設の購買及び利用の割り引き

o指定旅館の利用と斡旋

イ　給付事業(加入と同時に給付)

種 別 給 付 額 受 給 者

成 人 祝 金 3,0 0 0 円

被 共 済 者
結 婚 祝 .金 (初 婚 ●再 婚) 5, 0 0 0

死 弔
慰

亡 金

本 人 5 0, 0 0 0 被 共 済 者 の 家 族

配偶 者 . 1 親等 以 内 1 0 ,0 0 0

被 共 埼 者永 ほ

ラ
年 彰

加入 後 同一 企 業 で 満 5 年 5, 0 0 0

〝 1 0 年 1 0 ,0 0 0

(注)永年ほう彰は、共済加入後.同一企業での勤務年数が給付条件

ウ　貸付事業

m m 貸 付 条 件 貸.付限度額 内 容 保証人 償 還

普貸

通何

同一企業で勤務3年以上5年未満 1 0 0 千円 慧 資金-
事業主

住民税の所得
割のある者

計 2 名

30カ月以内

-

〝 5年以上 2 0 0

特貸

別付

原則として勤務年数は問わない 1 0 0

≡ .ヨ 誓
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6　　消費者行政
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た消費生活指導巡回車の運戦史には消費生活学習グループの育成等にっとめてより効果的な消費者行政を

すすめる。

(1)事業内容

消費生活定期講座

消費生活に関する基艇的な知識の習得 .

年間を3期に分へ 1期( 4カ月)を1 2講座で構成

定員6 0人(年間1 8 0人)

消 費 生 活

選任方法
前年度本市主催の消費生活定期講座修了者の甲から、年齢一家族構成、地域

等勘案のうえ4 0人を選任

モ こ.メ - 制度 任 期 1カ年

任 務
市が主催する研修会、消費者懇談会等に出席し、消費生活全般について意見

要望、苦情など提出すると共にアンケート等に対する回答

かしこい消費生活展
消鞄 こ正しい商占的]識と自主的な消費行動とをもつて、かしこい豊かなくらし

を築くため、「消費生活展」を県、婦人団体などと共催

苦情処理体制の強化

苦情処理窓口の充実
消費生活相談の窓口を市民相談課内にも設置し、直接的消費封讃寧発行政によ

り迅速適切な苦情処理を図るとともに、消費者の声を関係業界や行政に反映さ

せる0
苦情相談員の配置

消費生活相談業務に通じ 苦情処理などの業務に適格な人を市が推せんIL、

県知事が委嘱

広く消費者の苦情を聞き、その処理等を県、市に連絡する

消費生活中級講座
消費生活定期講座終了者を対象とし、一般消費者の指導にあたるリーダーを養

成する講座ーく 1期9講座で構玖 養成人員6 0人

移動消費生活指導
地域住民に対する情報提取 消賢者学乳 消費者生活相談などの啓発活動を効

果的に推進するため地域を巡回、指導する

消費生活指導遜回車
消費者に対する情報提供、消費生活相乳 簡易な商品テストなど消費者啓発を

総合的に推進し、消費者意識の浸透をはかる

各 行 政 扱 関

各行政故閑が行っている消費者行政関係モニターに、市が主催する定期講睦修

了者並びに市のモニタ- 経験者を推せんし、その活用をはかる

農林省食料品消費モニタI 2 0人 経済企画庁消費生活モニタI 3人
モニターの推せん 通商産業省消費者価格モニタ- 4人 熊本県一般苦情処理相談員 4人

通商産業省消費生活改善監視員 3人

消費者 団体 の

消費者の組織化も 消費者活動や消費者教育の効果を期するうえから重要であ

り、消費者行政の浸透には欠くことのできないものであることから、既存団体の

組織活動を援助するとともに、定期講座受講考 あるいtlま団地等を対象にグル-

育 成 指 導 プ化を指戦 そのほか婦人団体等のグループ活動が活発となっており、これらの
団体の自主的な研究活動を促進するため1 講師のあっせん、資料提供などの協力

援助を行う
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(2)熊本市生活安定物資対策会議(昭和49年2月25日設置)

ア　目　　的

物不足と物価高蜂などに関し、的確な情報収集及び提供を行うとともに、効果的な対策を推進するため,

無本市民生活安定物資対策会議を設置する。

イ　組織の概要

生活関連物姿業界の団体組織2 5組合、卸し関連業界3 0社、市内大型小売店舗1 1庇消費者5 6人か

らなる部会と市機構上の局長会議からなる本部とで構成され、この下に事務局を設置している。

物価対策については、百は倉庫への立入り調査権もなく、行政で出来るものは.限度があるoそれを乗り趨

え行政、業界、消費者が一体となって市民全体の生活を考えるとき、はじめてその効果が表われるもので

ある。

ウ　事業内容

o　生活関連物資情報の収集

op　情報の提供

o　業界-の協力要請`

o　不足物資の緊急手配

o　苦情処理の窓口受付

o　消費者運動の展開

7　　競輪事業

(1)施　　設

所　　在　　地　　無本市水前寺5丁目23番1号

開　　　　　設　　　昭和25年7月

敷　地　面　積

国三　　幸　　場

投　　票　　所

払　　戻　　所

両　　替　　所

額　　覧　　席

40,000irf　競走堵1周500m　　卓立

25,00Orf　(1,300台収容)

投票所数　4　　窓口　364

払戻所数　3　　窓口　121

両替所数　3　　窓口　　33

収容人員　　(一般)　7,240人

(立見)　4,800人
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(2)競輸事業の実績

年 度 こI
区 分 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

開 催 回 数 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

開 催 日 数 7 2 7 2 7 2 7 2 7 2

入 場 者 数 4 7 5 ,6 7 0 5 1 6 ,4 0 0 5 8 2 ,2 7 6 6 0 3 ,3 4 2 6 8 6 ,6 9 4

入 場 料 ( 普 通 席 ) * n
9 ,5 1 3

千円 千P,
l l,6 4 5

チFT
1 2 ,0 6 6

千円
1 0 ,3 2 8 1 3 ,7 3 4

〟 ( 特 別 席 ) . 2 ,9 3 8 9 7 9 4 ,0 2 2 8 ,0 6 2

車 券 売 上 高 5.4 7 5 ,4 3 7 6 ,4 2 4 ,0 3 3 7 ,6 4 1,6 3 4 9 ,0 4 2 ,2 0 9 1 3 ,5 6 3 ,8 0 1

そ の 他 の 収 入 1 9 5 ,8 2 4 1 7 ,1 5 8 1 9 ,4 7 8 1 7 ,0 5 5 1 9 ,9 2 0

日本 自転 車 振 興 会 交付 金 1 8 6 ,6 5 6 2 2 2 ,5 1 2 2 6 8 ,5 3 7 3 2 1 ,4 7 9 4 9 2 ,3 9 6

九州 自転 車 競 技 会 交付 金 6 9 ,1 2 7 7 3 ,5 1 9 7 8 ,7 5 4 1 0 3 ,3 5 0 1 1 9 ,1 0 0

開 催 経 費 4,4 2 6 ,8 9 5 5 ,4 2 3 ,6 5 0 6 ,2 2 4 ,8 6 5 7 ,2 2 1 ,6 0 6 1 0 ,5 8 2 ,0 5 4

純 益 7 2 6 ,3 0 0 8 0 2 ,0 0 0 9 5 0 ,0 0 0 1 ,2 5 0 ,0 0 0 1,8 6 7 ,0 0 0

(3)競輪事業収益金の使途
(単位　千円)

辛
土木関係 住宅関係 民生関係 教育関係 衛生 関係

災害復旧

工事関係 そ の他 合 計

4 4 271,566

#

37.4 116382

%

16.0 97,516

#

13J 123.蛸

%

1川 32.538

*

45 30β49

*

43l 53854

*

7.4 726300

*

100

45 404,246 50.4 119,408 149 81,671 102 1382 57 17.2 - 6300 03 52,018 65 802,000 100

46 288.376 3 川 109,159 llJ 262293 28.0 197,718 20.0 - 32.020 3D 60,434 6.6 950,000 100

47 325′70 3 26.1 116206 93 346.685 27] 3363 08 269 35288 23 551)09 4.4 34801 2.8 0 50,000 100

4 8 573,686 30.7 281,825 151 246,462 132 681,480 365 68137 3.7 15.410 0.8 1,867,000 100

8　観　　　光

(1)概　　　況

本市は熊本放、水前寺公園をはじめとする数多くの歴史的観光資源に加えて、夏目淑石によって「森の都」

と名づけられたように、縁ゆたかな美しい街並みで毎年4 0 0万人を越える観光客を迎えている。

また、九州の中央に位し、東に阿蘇、西に天草の二大国立公園を控え、九州国際散光ルートの要衝として

地理的好条件に恵まれている。

昭和3 9年には、別府・阿蘇道路が開通、引き続き4 1年には天草五橋の完成と二大観光開発によって観

光客はますます増加し、更に昭和4 6年の新熊本空港の開港、九州自動車道の一部開通、今また新幹線の九

州乗り入れ等,観光及び産業基盤の整備が相ついでおり観光誘因はますます増大の傾向にある。

一万、百の西方部に位置する金峰山一欝は、多くの史跡に恵まれ　またくまもと自然休養林の指定もあっ

て、市民のL/クリエーション基地として整備されつつある。
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ア　観光客の誘致

新婦宿泊客への記念品贈呈

新婚旅行者の誘致をはかるため、本市で宿泊する新婚旅行者に熊本滞在を記念して、表札を贈呈する

観光映画の活用

先取製作した観光映画「くまもと」をプ1)ン下して、東京臥大阪府など主要都市に常置し、視

聴覚による啓蒙を図る

観光展の開催・出陳

観光展の開催により、新たな観光需要市場の開拓を図る

観光宣伝隊の派遣・参加

観光宣伝隊を組放し、各地の学枚会礼交通斡旋事業者を訪臥あるいは現地観光懇談会を開

催し、本市の観光直伝ならびに観光事情の説明に務めているoまた、広域観光宣伝の立陽かh各種の広

域観光宣伝機関の宣伝隊に参加する

イ　観光客の動向

年 項 目
観 光 客 数 対 4 4 年 比 対 前 年 比

4 4

千人 <f> %

4 ,6 1 9 1 0 0

4 5 4 ,3 0 5 9 3 .2 9 3 .2

4 6 4 ,6 3 0 1 0 0 .2 1 0 7 .5

4 7 4 ,7 3 7 1 0 2 .6 1 0 2 .3

4 8 4 ,8 4 6 1 0 4 .9 1 0 2 .3

(3.)名所l日跡及び観光施設

ア　熊　本　城

加藤清正は、肥後入国( 1 5 8　年)後すぐにも新城の必要を感じたものの朝鮮遠征も関ケ原の戦ハ等

の内外事に追われその計画は実現し凄かった。しかし関ケ原の戦いのあと、小西行長と二分して債有してい

た肥後の国が清正一人の領するところと夜9名実共に5 4万石の大名となったため、また島甑との対抗上

からも新城の必要にせまられ、慶長6年( 1 6 0 1年)築城に着手した.

1'!iv:・　二・、'.:'iI卜∴モV*'・- '.''・:-I;、i小:r・[.'蝣蝣し蝣--'蝣*、 i;i'>&蝣<:,-...'tillIい1蝣蝣i'!'¥.に二・二汁.捕・; 、 T祉

各所にいろいろな苦心が払われているO

まず位置を茶臼山の平野をのぞむ一端に選定し、平野にひろがる城下町をも城郭とする平山妹の形式とし

たoまた防備の面では、清正石垣と呼ばれる堅固で特異の勾配を持った石垣をめぐらし、龍奴を考慮しての

城内1 2 0カ所の井戸、生木のままでも薪となる榎、楠の植樹、畳のしんに食糧となる芋の萱を使うなど数

数の配慮がみられる。このようにして築かれた熊本城は、当時周囲9Kmに及び、櫓49、櫓門1 8、城門

2 9を数えたと云われるが、惜しくも明治1 0年の西南の役でその大半を焼失した。

昭和3 5年8月3 1日総工費1億8,0 0 0万円をもって、清正公の35 0年祭と市制70年を記念して天

守閣の復元がなまれた。また、宇土櫓他1 2の建造物は国の重要文化財に指定されている.
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重要文化財

名 称 面 積 高 さ 長 さ 摘 要

宇 土 組

長 塀

田 子 櫓

七 軒 櫓

十 四 軒 櫓

四 軒 櫓

源 之 進 櫓

9 1 8.3 8 iiが 1 9.5 m - 7n

2 4 2.8 4

地 下 1 階 、地 上 5 階 、3 層 5 階 ′地 下 3.3 "O

4 9.9 9

6 6.1 3

1 6 2 .4 6

4 6 .4 6

1 0 8.0 4

平 家

〟

/i

〟

〟

東 十 八 間櫓

北 十 八 間 櫓

五 間 櫓

2 3 2 .8 1

1 4 7.4 1

3 5 .5 4

〟

〟

〟

乎 櫓

監 物 櫓

不 開 門

1 1 6.8 2

1 4 1.2

5 6.1

〟

〟

′′

計 1,9 0 3 .7 7 1 9 .5 2 4 2 .8 4
-

熊本城観覧料

入　園　料　大　人　　30円

小中学生　1 0円

登　閣　料　大　　人　　80円

小中学生　　20円
団体割引-　蝣3 0人以上2割引

利用状況(昭和4 8年度)

入　園　者　1,634,832人　金　額　37,766,343円

登　閣　者　　915,276人　　　〝　　50,967,964円

計88,734,307円

肥後名花園

熊本城内竹の丸一帯の肥後名筏園は、伝統ある肥後六筏の純粋品種をより多く後世に保存、育成するため

昭和4 7年度より2カ年計画で造成されたo

現在、ひごしょうぶを除く名筏の植え付けが完了しているo

ひござく　　　正式5間托壇に47品種全部を栽培　　　　　観賞　11月上旬

ひごあさがお　1 6品種を2 5 0鉢に栽培　　　　　　　　　　7月～9月鉢物展示場に展示

ひごしゃくやく　7問花壇4段に25品種を植え付け　　　　　観賞　5月上旬

ひごつはき　　約1,000rriの面積に47品種160本を移植　観賞　3月

ひごさざんか　約360ntの面積に5品種40本植え付け　　　観賞　12月

市営熊本城二の丸駐車場

面　積　　25,649Iが

収容台数　　　23 6台

開設年月日　昭和49年7月1日
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利用時間

期 間 供 用 時 間 人 草 で き る 時 間 出 車 で き る 時 間

4 月 1 日 か ら 午 前 7 時 3 0 分 か ら 午 前 7 時 3 0 分 か ら
供 用 時 間 中

9 月 3 0 日 ま で 午 後 6 時 3 0 分 ま で 午 後 5 時 3 0 分 まで

1 0 月 1 日 か ら 午 前 7 時 3 0 分 か ら 午 前 7 時 3 0 分か ら
供 用 時 間 中

翌 年 3 月 3 1 日ま で 午 後 5 時 3 0 分 ま で . 午 後 4 時 3 0 分 まで

料 金 区 分 車 両 区 分 パ ス 普 通 自 動 車 自 動 二 輪 車

基 本 料 金 2 時 間 ま で
2 0 0 ;ll 1 0 0 円 5 0 円

超 過 料 金
2 時 間 を こえ る 場 合 杖

1 時 間 ま す ご と に
1 0 0 1 0 0 5 0

イ　熊本動物同

県市民の社会、教育、文化の向上を図る一環とL.て、昭和4年、水前寺にある旧細川藩の庭園東側に隣

接して、動物園を開園した。設置当時は市の郊外に位置し、教育施設としてまた行楽の場として最適であ

ったが、市の東部発展に伴ない、周辺に住宅等が密集し、動物舎の増改築、敷地の拡張等が極めて困難と

夜ったため江津湖畔の豊富を水資源を利用した異色の湖畔動物園を築造した。

施設と動物

所　在　地

敷地面積

建物面積

開園年月日

飼育動物

駐　車　場

面　　　積

収容台数

熊本市健軍町7 5番地

107,896が(約3万坪)

延　5,662が(事務所、倉庫、動物舎等40舎)

昭和44年4月1日

噛　乳　類　　　67種

鳥　　　類　　　91種

-　虫　類　　10種

計　　　168種

6,130m>

普通車440台、バス14台

270点

873点

59点

1,202点

遊戯施設

チエンタワー、子供の汽車、メI)-ゴーランド、ティカップ、観覧車、ジェットコースター

ゴ~カ~ト、スー^-¥y-サー、渡し船.小型遊器具、シーソー、滑b息急流すべり等
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入　園　料

〔個　人・〕　　　〔団　体〕

大　　　人　　　　100円　　　　　90円

小中学生　　　　　　50円　　　　　40円

利用状況(昭和4B年度)

入　園　者　数　　　　　564,151人

入園料収入　　　36,780,270円

遊戯施設使用料　　　3 8,0 0 5,9 0 0円

売店施設使用料　　　　　8 1 9,0 0 0円

水　辺　の　家　　　41団体(1,513人)

動物園の整備拡張

昭和47年～49年の3カ年計画事業(事業費　248,000千円)

湖面整備工事、ポーT)ンク、噴水、庭園,せせらぎ、園路造成、植樹、子供のための施設増設.

動物舎及び運動場の整備

ウ　水前寺公園

清らか夜水と日本式庭園の美しきで知られる水前寺成趣園は、寛永9年( 1 6 3 2年)藩主細川忠利が耶

・l∴fi、-'"iVi'-'し・KtAこi　・'-t'・ト∴'.R.r/'C'-U,V∴ f'-「。(.. , I'M.油.、、、・・iVL什・'・1i';)i∴七.'iサtて止的L削約

61,000m* )と名づけられた。この庭園は、東海道五十三次を形どったものといわれ、その仮山泉石の妙は

代i:.-'VII*iL'.ド.蝣-I!.1一・ミ　ト1'一・. I.-ト~I.IJv.-fi、Ji I.、トH vfr.r. '蝣VfIり、こ∴ l'1'1魚　　∴ ・=く、 ;¥¥w>

至る所から浄書出て、観光客、市民の憩の場所となって-いる。文豪夏目淑石もこの清列を水をたたえて「導'

くからに　流るるからに　春の水」と詠んでいるO

エ　北岡自然公園

ここは、細川家の別邸のあった所であれ細川家歴代の菩提寺跡で、妙解寺と呼ばれていた。苑岡山と連

なって、うっそうとした自然林にと別司まれ、園の奥にある3代忠利及び4代光筒の廟側には、殉死者の墓

や森鴎外の小説で有名な悲劇の「阿部一族」の量が並び、数々の歴史を物語っている。園内に吐ロックガー

デンをはじめバラ園などがあ9一般市民に開放されている。

オ　立田自然公回

立田山の麓にある立田自然公園は、細川家の菩提寺泰勝寺跡である。ここには、初代藤孝及びその夫人2

代目忠興とガラシャの名で広く世に知られるその夫人をはじめ歴代藩主の墓がある。

世界的に賢夫人として知られるガラシャ天人は明智光秀の娘で、キリスト教に帰依し貞節をもって一生を

つらぬいた。今なお、夫人の墓を訪れる内外の客はその跡をたたをめ.

力　本　妙　寺

九州における日蓮宗の巨利として知られる加藤家の菩提寺本妙寺杖、熊本城の北東約2血、城をのぞむ中

尾山の中腹にあるoこの寺は、当初清正が父清忠の菩提をとむらうため大阪に建立したものであるが、肥後

IJりi蝣・? 「.・-'i.'M'Nく二1* I 、 iv'i;u..-'ii.(二・.- iHUyr.n・!・蝣.;蝣・i :t- :> '- {.・-r (蝣・.'‥　:-1!il-Yt蝣-(蝣蝣'蝣く糊^してし.
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・・.たこと杖、軍旗に「南無妙法毒筆経」の職を用いていたことや、有名な長鳥帽子を自隼の法華経の写細で作

ったことからもうかがい知ることができる9　7月2 3日の頓写会には、夜を徹して参拝の人波が続いてtnる。

境内には,清正の銅像や遺品を納めた宝物館があれ　また清正に殉死した大木土佐守や金官の量がある。

キ　藤　崎　宮

熊本市民の氏神として親しまれている藤崎宮は、承平5年( 9 3 5年)の建立といわれ、応神天皇(一の

宮)、住吉大神(二の宮)、神功皇后(三の宮)を祭っている.毎年9月15日に行われる大祭は、通称

「ポシク祭」と呼ばれ、武者行列や獅子舞、それに若者たちの勇壮を鳥追いが町に錬9出す.社殿に杖重要

′文化財の木造僧形八幡神や木造女神の座像等がある。

VM3　臼　田

剣聖として大衆に親しまれている宮本武蔵は、細川忠利に招かれて晩年を肥後で送れその生涯を千葉城

跡(現在のNHK )にとじたOその真性、江戸参勤交代の威儀を拝したいという武蔵生前の希望にエ少、大

津街道沿いに選ばれたと伝えられている。

ケ霊忘:芸芸票、葬り去宮本武蔵が「蝉魁」 を記した洞窟で観音が配られているO　この横には、

石工了善が2 4年の歳月を費やして刻んだと伝えられでハる五首羅漢もある。

9　　市民会館

(1)概　　況

4 7万熊本市民が誇る文化の殿堂である市民会館杜、昭和4 3年1月6日オープン以来各方面から使い易V>

会蝕として好評のうちに6年目を迎え、その存在と機能を十分発揮し、 4 8年度もコンスタントを利用率を示

している。なかでも大ホール・大会謎も　専らには小・中会議室の利用率の高さ姓全国的にも上位にランクさ

れておれ今後も九州における中枢管理都市として地理的条件に恵まれてIvlるところから、さらに利用率も上

昇していくものと予想される。

(2)　施　　設

所在地　熊本市桜町1番3号

貴地面積　6,659vt

建物面積　4,408M"

延9,015irf

起　　工　昭和41年　4月　1日

竣　　工　昭和42年11月30日

落　　成　昭和43年　1月　6日

建設費　628,500千円

構　　造

ホール棟　鉄筋コンクリ-ト造

地下1階、地上4階

会議棟　鉄筋コンクリ-ト造

地下1階、地上2階

各階面積及び主要施設

階 別 ホール棟 主 要 施 設

地 階
m J

6 5 8 オ J ケ ス トラビ ッ ト、 エ ア ダ ク ト

1 階 2 ,4 3 3
舞 台、 客 席、 放 送 室、 映 写 室 、 技 術室 、 主 催 者控

室、 ホ ワ イエ、 サ ンク ンホ ワ イ 工、 売 店

中 2 陪 1 0 6 中継 室

2 階 1 ,0 6 0 客 席 、 照 明 室、 ホ ワ イエ、 喫 煙 所 、 便 所

3 階 7 3 6 客 席 、 照 明 室、 喫 煙 所、 便 所、 倉 庫

4 階 1 7 9 客 席 、 セ ン ター ス ポ ッ ト室 .

附 別 会 議 棟 主 要 施 設

地 階

1狩J

8 5 7
空気 調和機械室、 ポイラ】室、 バ ッチ .) - 室、変

電気室、保守 管理室

1 階 1,2 4 7
展示 ロビー、控室、第 1 0会議室(和室)、館長室、事

務室、食堂、浴 室、便所、守衛室、宿 直室、交換機宜

2 堵 1,5 5 0 大会議室、第 1 会議室～第 9 会議室⊥ロビー、倉庫

1 部3 階 1 8 5
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(3)会館使用料及び収容人見

脚 叶 榊 L''<T

使 用 場所 1

午 .前 午 後 夜 間

収 容 人 員午 前 9 時か ら 午 後 1 時 か ら 午 後 6 時 か ら

及 び 使 用 日 草 午 ま で 午 後 5 時 まで 午 後 1 0 時 まで

大

ホ

平 日
1 0 ,0 0 0 円 2 0 ,0 0 0 円 2 5 ,0 0 0 円

固 定 席 1,8 、2 6 席
ー

ノレ 土、 日、 休 日 1 2 ,0 0 0 2 4 ,0 0 0 3 0 ,0 0 0

大
I

塞

平 日 2,0 0 0 4 ,0 0 0 5 ,0 0 0

移 動 席 5 0 0 人

土 、 日、 休 日 2,4 0 0 4 ,8 0 0 6 ,0 0 0

会

義

室

第 1 会 議 室 4 0 0 6 0 0 6 0 0 小 会 議 室 一2 0 人

第 2 ;/ 4 0 0 6 0 0 6 0 0 一ク ;V

m 3 4 0 0 6 0 0 6 0 0 詛 Ss

第 4 // 4 0 0 6 0 0 6 0 0 // 一ク

第 5 ク 4 0 0 6 0 0 6 0 0 ′ '/ 's

28 6 8 0 0 1 ,1 0 0 1 ,1 0 0 中 会 議 室 4 0

i 7 8 0 0 1 ,1 0 0 1 ,1 0 0 詛 's

第 8 ;/ 4 0 0 6 0 0 6 0 0 小 会 議 室 . 2 0

1 9 8 0 0 1 ,1 0 0 1 ,1 0 0 中 会 議 室 4 0

; i o 8 0 0 1 ,1 0 0 1 ,1 0 0 和 室 //

(4)会館利用状況

∵ 大 ホ ー ル 大 会 議 室 中 /jl 会

議 室

( 10皇)

展 示

ロビー

音 楽

演 劇

演 芸

大 会

式 典

会議等

計 -t *

演 劇

演 芸

大 会

式 典

y fl$

展 示 計
その他 その他

4 4 2 3 6 1 1 7 1 3 1 3 6 5 2 0 1 0 3 2 1 2 3 0 2 3 7 1 2 2 7 1 3 5,2 4 8 5 2 1

4 5 2 1 9 1 4 3 1 7 6 5 6 5 9 4 12 4 畠0 2 7 7 2 2 0 98 7 4 9 5,9 5 4 5 2 5

4 6 2 1 1 1 4 9 1 3 3 7 7 5 6 9 1 3 9 2 8 2 5 4 1 4 4 1 70 7 3 5 6,1 8 2 3 0 3

4 7 2 3 5 1 7 6 1 4 2 2 7 5 8 0 4 9 4 2 3 0 0 2 3 4 1 22 7 4 7 6,6 9 8 5 2 2

4 8 2 3 0 1 5 7 1 3 3 7 6 5 9 6 7 1 【 2 6 0 3 0 7 14 1 7 7 9 8,5 1 8 5 8 6
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(5)会館自主文化事業実施状況

・ 」 事 業 名 宰 施 H ti

4 6

熊 本 演 劇人 協 議会 公 演 ( 親 子劇 場 )
月 日

7 4

7 2 5

「瓜子 姫 と アマ ノ ジヤ ク . おん に よう盛 衰記 」

熊 本 青 少年 音楽 連 盟 ( コンサ 】 ト& オ ペ レ ッタ )

青 少年 芸術 劇 場 ( 文 楽 公演 ) 8 9

全 熊 本 総合 書道 展 ( 書道 展 と楽 書大 会 ) 1 0 1 0 ・1 3

新 劇 「カ ラマ ゾ フの兄 弟 」公 演 ( 劇 団 四 季 ) 1 1 8

児童 劇 「地球 光 D をさ い 」公 演 ( 劇 団仲間 ) 2 1 4

4 7

熊 本 音 楽連 盟 コ ンサl ト ( ドイ ツ ロマ ン派 の 夕べ ) 7 1 1

熊本 市 民 会館 開館 5 周年 記念 1 1 5

8 ・9

特 別企 画事 業 「火 の国 の物 語 」 ( 2 2 景 )

演 劇 教 室 「森 は 生 きてい る 」公 演 ( 劇 団 仲間 )

熊本 市 民 会館 開飽 5 鳳 年 記念 2 2 7

誘 致 番 組 N H K 公 開放 送 「歌 の星 座 」

4 8

熊 本音 楽 連盟 コ ンサI ト ( 第 九 の 夕 べ ) 7 9

新 劇 「空騒 ぎ 」公墳 ( 劇 団 四季 ) 1 0 3 0

「火 の国 の物 語 をめ ぐっ て 」の新 春 文化 座 談会 テ レ ビ放 送 1 2 4

児 童劇 「金 の鍵 」公演 ( 劇 団仲 間 ) 5 ・6

10　農林水産業

(1)概　　　況

市街地の外縁部に位置する本市農耕地城の田、畑、樹園地等の経営耕地はt　およそ6, 3 0 0ha-で市域総面

積の3 7多を占妙ているO

立地条件から東吾隊田地茸、南部水田地帯ー西部水EEl地帯および金峰山東南麓の中山間地帯に大別され、そ

れぞれ地境の特産物が米プラスアルファ-として主産地化しつつある。すなわち東部畑地帯は肉牛ー肉豚、

酪農等の畜産を中心に、スイカ、メロンの施設園芸が急速に伸びてお9、白菜ーキャベツ等の露地野菜も盛

んである。

南部水EE]地帯は水稲が圧倒的生産高を占めているが、キク、カーネーションー　カラー等碓井栽培は歴史も

古く、又施設園芸としてナス,トマト、キュウ1)が主産地化の傾向にある.

西部水田地帯は水稲K加え裏作としてプ1)ンスメロンとー　稲作転換作物として、蓮根を主体とした大規模

集団転作によ9.野菜の主産地を形成している。また有明海に画するノl)養殖吐ここ数年来不作気味であ9

米生産調整による養魚池として、ウナギ養殖が芽ばえつつある0

中山間地帯は開拓Jlイロット事業によb樹園地が拡大され、ミカン_雑カン・,ブドウ-桃等の果樹が栽培

されているが,温州ミカンが80癖を占妙ている。
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これらの農産物による昭和4 7年度における粗生産額は約7 6億7,0 0 0万円に達しているが近年、都

市の発達に伴い年間1 0 Oha程度の農地が潰廃しておれ経営耕地の零細化、兼業化の進行は著しいもの

がある。

; f*.;-j 、叶1i:.-rtiulltlii,;:T-ミ蝣S 、・.朔till:!- '1-.、 IiJlilL.1-幣r- 1.;、・ ・恥if!い.負.:_恥恥ill;城壁仙n二に⊥ ・=・J:li業振

興地域の設定などによって無計画なスプロールは抑制されることに夜カー　これからの本市農業杖農業振興

地域整備計画に従い、農業構造改善事業、一般土地改良事業、各種近代化施設事業などを総合的に推進し、

生産性の高レ、自立経営農家の育成とこれらの農家を中核とする営農団地の確立が進行するものと思われるo

なお,昭和4 5年度よ9始った米の生産調整と稲作転換対策杖、昭和5 0年度まで引き続いて実施され

ることに夜ってレ、る0

7　農家戸数と農業人口

急 ℃
農 家 戸 数 m A a

専 業 農 家

戸 数

兼 業 .農 家 戸 数

1 兼 2 兼 計

4 4 6,1 4 8 3 2 ,4 9 5 1 ,7 7 2 1 ,8 5 5 2 ,5 2 1 4 ,3 7 6

4 5 7 ,1 8 4 3 7 ,0 8 1 1 ,7 6 2 2 ,5 3 0 2 .8 9 2 5 ,4 2 2

.4 6 7,1 0 8 3 6 ,1 3 7 1,7 0 6 2 .5 5 9 2 ,8 4 3 5 ,4 0 2

4 7 7 ,0 6 3 3 5 2 I S 1,4 1 7 2 ,5 8 2 3 ,0 6 4 5 ,6 4 6

4 8 6 ,9 9 4 3 4 ,3 2 1 1 ,2 7 5 2 .5 6 5 3 ,1 5 4 5 ,7 1 9

イ　農用地面積

区分

年 度
総 経 営 耕 地 面 積 A 日

畑

普 通 畑 樹 園 地 計

4 4
4 ,8 8 1 h a 3 2 4 3 ha 1,3 4 0 h a 2 9 8 h a 1 ,6 3 8

4 5 6 ,4 1 6 3 ,6 5 6 2 ,4 2 4 3 3 6 2 .7 6 0

4 6 6,2 6 8 3 ,6 2 2 2 3 0 8 3 3 8 2 ,6 4 6

4 7 6 ,3 9 9 3,5 6 3 2 ,4 2 4 4 1 2 2 ,8 3 6

4 8 6 .2 5 2 3 ,5 3 0 2,3 0 7 4 1 5 2 .7 2 2

ウ　農業生産額

∴ ‥ * 陸 稲 麦 雑 こ く

作 付 面積 生 産 叡 作 付 面積 生 産 教 作 付 面積 生 産 額 作付 面横 生 産 額

4 i 3 ,3 1 8 2 ha 2 ,1 3 2 ,3 6壬円 1 7 1.0,h a 9 ,6 4 2�" 1,2 1 8 .㌔ 1 1 2 ,5 6 7千円 2 7 4 .3 h a 3 6 ,0 3 ㌔円

4 5 3 ,3 5 3 .8 2 ,0 0 5ユ 6 5 3 0 6 .0 3 8 .4 9 9 2ー1 7 2.6 1 9 1 ,9 0 3 6 ケ0 .3 9 5 ,1 4 5

4 6 2 .8 8 1.0 2 ,0 4 5 ,6 0 9 3 1 5 .0 7 8 ,9 1 1 1.4 1 5.0 1 7 1,4 1 5 7 2 1.1 8 9 ,2 9 0

4 7 2,8 5 1 .0 2 ,2 8 9 3 5 3 2 9 6.0 8 9.7 3 5 7 3 6.2 8 1 ,0 6 0 4 6 3 .8 7 3 β9 1

4 8 3 ,1 3 0 .1 2 ,8 2 8 ,8 9 3 1 8 6.0 9 3 ,1 7 4 3 9 7.9 4 8ユ 6 9 3 2 9 .8 8 4 ,9 8 2

そ 菜 花 井 果 樹 原 料 作 物

作 付 面 積 生 産 額 作 付 面 積 生 産 額 作 付 面 積 蝣z m m 作 付 面 積 生 産 額

h a 蝣fH m 干P] 3 5 1.0 h a 千円 h a 千円
1,0 6 5 1,0 9 1,0 0 0 3 6 4 5 0 0 3 6 9 ,5 5 0 2 8 9 ,9 7 5

1,1 3 3 .5 1,6 6 8 .7 2 1 3 0 7 .5 6 4 4 3 1,4 4 1 3 6 6.0 3 6 2 ,9 7 0 1,6 9 5 一8 3 6 2 β 3 4

1,3 2 3 ,8 1,8 5 7.1 6 0 2 8 7 ,7 4 2 3 7 5 .3 1 5 3 6 8 .0 3 5 9 ,8 7 8 1,4 5 0.0 3 1 7 ,0 4 2

1,8 8 4 .0 2,6 6 5β 6 0 3 2 4 ,1 0 0 4 2 2 ,8 4 0 3 6 3 .0 2 9 1,0 4 3 1,2 1 6 .0 3 7 9 ,5 2 9

1,6 4 1.0 2 ,8 6 0 2 9 9 3 5 0,9 0 8 4 6 7 ,9 3 4 3 6 4 .0 3▼9 7.1 4 0 8 9 6 .3 4 3 1 ,6 6 2
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エ　林野面積 (単位　ha)

_"v
総 画 横 国 有 林

民 有 . 林

用 材 林 薪 炭 林 竹 林 特 殊 林 要 造 林地 そ の 他

3 3 1,9 6 4 5 3 9 1,4 2 5 2 0 3 9 1 8 2 6 1 1 2 6 1 6

3 8 1,9 7 3 5 3 9 1 ,4 3 4 1 8 0 9 1 1 2 9 6 2 4 4 1

4 3 1,6 9 8 4 8 6 1,2 1 2 1 3 1 8 3 8 2 0 2 - 2 1 2 0

4 8 1,9 2 8 4 5 2 1,4 7 6 1 2 6 1 ,0 5 2 2 5 5 2 4 1 -

オ　民有林の樹種別面積と蓄積

∵ 用 材 林 薪 炭 林 竹 林 特 殊 林 要造林 地 その他

面積 蓄 積 面穣 蓄 積 面積 蓄 穣 面積 蓄 額 面梼 璽横

3 3
ha )rf

8 ,1 0 5
9 1 ㌔a nt ha

2 6 8.57
P vt ha

1+2 0 3 2 5β1 1 2 6 1 1 9 2 6

3 8 1 8 0 1 2,5 0 0 9 1 1 4 2,1 8 3 2 9 6 4 0 6β1 6 2 - 4 4 1

4 3 1 3 1 l l,5 1 6 8 3 8 4 4 J 7 0 2 0 2 2 0 1,7 9 7 - - 2 1 2 0

4 8 12 6 l l,8 6 5 1,0 5 2 5 2,5 9 8 2 畠5 2 6 3,6 9 2 2 - 4 1 -

力　畜産農家戸数・飼養頭羽数・生産額

区 分

年 度
戸 数

酪 農 肉 用 牛 養 豚

飼 育 数 生 産 額 飼 育 数 生 産 叡 飼 育 数 生 産 額

4 4 1,2 5 2 8 0 3
千円

1 2 5 ,9 1 5 1,7 3 6
千円

3 2 9 ,8 4 0 2 8 ,4 2 5

千円
' 2 5 5 ,6 0 0

4 5 1 ,1 3 9 2 ,6 7 3 4 2 1,4 4 6 3 .5 8 4 5 4 6 ,4 9 4 3 8 ,7 0 2 6 6 0 ,7 3 6

4 6 1,0 7 1 2 ,6 9 0 4 5 9,0 8 4 3 .6 3 1 7 2 7 ,2 1 1 4 2 .6 8 2 7 6 7,4 0 8

4 7 9 0 0 2 ,7 6 9 5 5 6 ,7 2 1 3 ,4 0 0 7 6 7,8 4 0 3 5 ,0 4 2 6 6 4 ,9 6 5

4 8 7 4 8 3 ,3 1 4 8 2 5 ,9 0 0 3 ,0 6 3 7 9 5 ,4 1 4 4 2 ,1 6 0 9 9 6 ,6 2 4

局 養 魚 め ん 山 羊 . 養 蜂 合 計

飼 育 数 生 産 額 飼 育 数 生 産 額 飼 育 数 生 産 額 m w サ 生 産 額

1 5 1
千円

1 8 5 ,0 0 0

千円

-

千円

-

千円
2 3 ,1 5 0 3 6 8 ,6 0 0 2 3 ,5 0 0 1,1 2 6,6 0 5

1 4 8 2 0 ,7 3 2 1 0 9 ,4 5 0 2 3 7 ,6 3 6 - 2 4 ,3 4 3 - 1,9 1 1,3 8 7

1 2 6 2 0 ,4 5 0 9 7 ,3 3 0 1 7 1,1 2 0 - 2 2 ,7 4 3 - 2 ,1 6 8 ,0 1 6

1 1 3 3 4 ,9 5 0 6 2 ,3 9 5 1 5 8 ,3 9 4 - 1 8 2 4 7 - 2 2 0 1 ,1 1 7

1 4 0 3 9 ,2 5 0 5 0 ,2 9 0 1 5 2 2 8 1 - 7 7,8 9 7 - 2 β8 7 ,3 6 6

キ　漁家戸数及び漁船数

区 分

年 度

戸 数 漁 船

総 戸 数 専 業 兼 業 動 力 船

4 4 8 1 0 6 0 7 5 0 3 5 0

4 5 8 1 3 6 0 7 5 3 3 7 5

4 .6 8 2 2 6 0 7 6 2 4 6 2

4 7 8 3 8 6 0 7 7 8 4 2 7

4 8 8 6 0 6 0 8 0 0 5 6 9

(注)組合加入分
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ク　水産物生産状況

∵ 竜 ノ リ 月- 海 水 魚 淡 水 魚

生 産 量 生 産 額 生 産 量 生 産 額 生 産 量 生 産 額 生 産 量 生 産 額

4 4

千枚 千円 t 千円 t 千円 t

1 6 5

千円

8,1 2 0 1 1 3 ,6 6 7 3β 6 0 4 5か 0 0 2 4 5 8 5,7 5 0 7 3 ,5 8 6

4 5 2 7,0 8 7 2 7 9 ,1 4 4 3 ,5 0 0 4 5 ,5 0 0 2 4 0 8 4 ,0 0 0 1 4 5 5 3 ,8 6 1

4 6 8 ,9 5 3 9 1,7 6 3 2 ,8 5 0 4 6.1 0 9 ∠6 7 9 3 ,4 -5 0 1 5 0 5 8 ,0 0 0

4 7 1 2,8 1 4 1 9 7 .4 2 8 3 .2 0 0 5 1,2 0 0 2 7 9 1 0 6 ,0 2 0 1 3 3 7 1 ,6 8 2

4 8 4 03 2 7 4 0 1,8 6 8 1,4 8 2 3 1,5 8 2 1 9 0 8 5 2 4 5 1 5 0 9 9 ,8 7 2

ケ　農業協同組合

名 称 所 在 地 組 合 員 数 職 員 数 出 資 金

熊 本 市 農 業 協 同 組 合 m m * 1 - 7 - 2 6 6,0 9 9 4 0 1
1 6 ,7 9 9万円

秋 津 町 農 業 協 同 組 合 秋 津町 瀦山津 1 5 2 5 4 2 9 2 1 3 ,2 8 5

供 合 農 業 協 同 組 合 上南部町 1 1 2 0 4 2 0 2 3 5 ,4 1 5

/)、山戸 島農 業 協 同 組 合 戸 島町 5 6 - 3 4 4 5 2 1 3,2 2 4

信 用
購 売 販 売 共 済 ( 保 有 )

貯 金 黛 封 金

8 0 9 ,7 5 8万円 4 5 4 ,7 1 戸 ヨ 4 0 5 ,0 5 ㌔円 3 0 1,3 0 &刀刃 3,4 2 3 ,4 7 7刀ヨ

6 9 ,2 2 3 3 6,1 5 1 1 3 ,8 1 8 2 0 ,4 5 5 9 1,2 6 5

6 9,0 4 9 5 7,6 4 1 2 8 ,9 0 6 4 6 ,1 4 5 1 7 6 ,4 0 5

5 3 ,8 3 5 3 2,2 0 2 4 3,0 6 8 6 7 ,3 3 2 1 2 6 ,1 0 0

(2)主要事業

ア　農林関係

農業振興地域整備計画

この事業は,農業振興地域整備法に基づくもので、地域農業の健全な発展と農用地の確保を目的とし

ている。

本市では昭和4 6年1 0月市街化調整区域内7,2 3 6ha(うち農用地4,2 5 4ha)について農業振興

地域の指定をうけ、今後おおむね1 0年を目標とする整備計画をたてている。計画にあたってはー　ミカ

ン、野菜、米.花井、乳牛、肉牛を重点作目として選定し、これらの作目を対象として、農用地利用計

画、生産基盤の整備開発計画、農地保有の合理化計画、近代化施設の整備計画など生産から流通に至る

総合的な事業計画を策定している。今後において(も　これら各種事業の積極的な推進により、生産性の

高い自立経営農家の育成と高度な営農団地の確立が期待される0
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第2次農業構造改善事業

規模が大きく、生産性の高い自立経営農家の育成と、これらの農家が地域農業の中核的な地位を占め

る負業構造の実現を図ることを目的としてt昭和4 9年度供合地区農用地(水田) 9 5ha、農家戸数103

戸、に対し野菜・米・肉牛を主要作目として、土地基盤整備、農業近代化施設,農業経営整備等の事業

(補助3億、融資2億)計画を樹立Lt昭和5 0年度より4カ年間で実施する予定である。

高能率生産団地育成事業

農業団地育成対策に基づき、東部畑地帯(小山町、戸島町、平山町)に高能率生産団地育成事業を昭

和4 9年度から5 0年度の2カ年にわたり実施する。

計画策定にあたっては、スイカ、食用甘しょを対象に、高能率な機械、施設の整備と、生産の組織化

をすゝめ.同時に、農業生産基盤の垂備t農地保有の合理化等を図る。

主産地育成事業

適地適作を基盤として、集団的主産地を育成Lt虚業経営の合理化と併せて共販体制の整備拡充を行

い農業所得の向上を図るため、野菜団地、果樹団地、苑井団地、畑作改善産地、米麦作集団栽培のそれ

ぞれの育成事業を行っている。

稲作転換対策事業

国の施策に基づき昭和4 5年度から5 0年度までの長期目標のもとに実施するものであるが、本市に

おいては今後需要の増大が期待される、野菜、飼料作物、その他園芸農産物等、租以外の作物-集団的

作付転換を積極的にすすめ、米の生産調整を行うと同時に、転作作物の定着化と農業所得の増大に努め

ている。

4 8年度米生産調整員標数量　　1.4 2 9 t

〝　　　　実施数量　　　2,34 5 t

〝　　　　実施面積　　　　5 0 0ha

①　普通転作(野菜、飼料作物、豆類.その他)

⑨　集団　〝(野菜、芝)

③　永年性植物(果樹、その他)

(彰　養魚池施設等

(9　休　耕

米生産調整実施農家戸数

20　9ha

l O　5　〝

6　〝

8〝

1 72〝

2,301戸

農林漁業祭

農林水産業における生産者の奮起と自覚を促すと共に消費者に対して本市の農林水産物を広く紹介す

ることを目的とし、昨年度(昭和4 8年1 1月2 8日-2 9日)熊本市、熊本市管内農林漁業団体の主

催により、農林水産物展示会(展示物の無料配布)、農漁民まつり(表彰.各種演芸等)を実施した。
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農業後継者育成

農業に携る青少年後継者クラブ員相互の情報交換と親睦をはかり、社会的t経済的地位の向上を目的

に研修及びL/クl)エーシヨソを主として活動している熊本市農業後継者クラブ並びに若緑4Hクラブに

対し指導育成を行うと共に農業後継者が新しく実施する種苗、資材、機触り購入及び施設の設置に対し

1件について3 0万円の市単独育成資金を融資している。

市営造林事業

国士緑化思想の昂揚と、白川水系の治山、治水にその役割を果すと共に歴史的主要事件を将来に記念

する意義を有し、併せて市有財産の造成を図ろうとするものである。

本事業は昭和2 8年度を起点とし4 6年度までにすでに2 4 3.9 ahaの分収林を造成しているが、今

後更に5 4年度までに5 0 Ohaの市営造林地を拡張する計画である。
(昭49.5　現在)

造 林 地 の 名 称

( 又 は 団 地 名 )
造 林 地 の 所 在 地 面 積 造 林 の 主 目 的

嘩 栽

年 月

事 業 区 分

分 収

歩 合

契 約

* サ
市 直 営 事 業 県 保 安 林 事 業

面 債 樹 種 面 頗 樹 種

講 和 記 念 林

( 波 野 団 地 )
阿 疎 郡 波 野 村 波 野 lJ h a

l l .7 5 経 済 林 造 成
昭 2 8 3

h a
5 5 8 ス ギ

ha

m a

4 0 年

講 郡 記 念 林

( 中 江 団 地 )
〝 中 江

,/ 6ユ7 〟 〟 〟

靡 本 市 民 の 山 阿 群 郡 白 水 村 中 松 4 5 .1 8

水 源 か ん 重 機 成

( 水 害防 止林 )

2 9 .3 l l .6 7
ス ギ、 ヒ
ノ鼻 マツ ′′ 6 5

3 0 .3 1 6 5 1
,・・蝣; '-

〟 〟

3 1 .3 5 .0 0 〟 〟

3 2 .3 1 2 0 0 〟 ノ′

国 連 加 盟 記 念 林 邦捧 こ市 清 水 町万 石 0.6 7
驚 怨 敵 誠

3 3 .3 0 .6 7 ヒノキ 5 0

市 制 聯 己念林 〝 池 上町 l l .9 2 〟 3 5 3 1 1 9 2 ヒノキ
盗 品

4 5

オ )) ン ピッ男 己念 林 3 5 .3 5 〟

4 0 .3 9 .0 0
-; ㍉ 匙 64

〟

4 1 .3 1 0 .0 0 〟 〟 〟

4 2 .3 1 0 D U 〟 ′′ 〟

4 3 .3 6 3 5 〟 〟 〟

明 治 1 0 0 年 記

念 拡 大 造 林

阿 醇 師 翻 、森
7 0 .9 9 〟

4 5 .3 2 0 D 0 ヒノキ ′′ 4 8

4 6 .3 1 5 mi
〟 〟 ′′

4 7 .3 1 2 .4 5 〟 〟 〟

4 8 .3 1 5 5 4 〟 〟 ′′

4 9 .3 8 `) 0
こ/ "%

ヤう′
一g -=

〟 〟

明 治 1 0 0 年 記 念林 潮 境 粧大津町 真 木 9 5 .0 2 〟

4 3 .3 3 6 5 ス ギ
ヒノキ

鮎 64 4 5

4 4 .3 1 2 9 2 〟 ′′ 〟

4 5 .3 9 .8 5 〟 〟 〟

4 6 .3 1 2 D O ′′ 〟 ′′

4 7 .3 1 1 D 0 ′′ ′′ 〟

4 3 .3 1 1 3 0
,t -' + .

ヤシ′
7 ..巳′

′′ 〟

4 4 .3 1 0 .0 0 ′′ 〟

4 5 .3 9 .5 0 〟 〟

4 6 .3 1 0 3 0 ′′ 〟

4 9 .3 4 5 0 〟 〟

森 の都 宣 言諾 己念 林 方別 項 i松 堵 町上 駄 尾 1 5 .0 0 経 済 林 造 成 4 9 .3 1 5 0 0 ヒノキ ′′ 〟

現 . 計 2 8 5 . 8 8 1 9 8 .7 7 8 7 ユ1
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イ　畜産関係

優良種畜導入事業

本市の畜産は急速な生長を遂げつつあり、畜産物の需要はますます増大している。したがってこれが

対応策として、市の畜産振興資金の貸し付けにより、乳牛、種玖観覧等優良種畜を導入して、品種の

改良増殖に努めているO

肉畜導入及び家畜飼養基盤の整備事業

肉畜の生産団地を形成し、畜産の振興を図るため、市畜産振興資金及び系統資金等を利用し、肉牛、

肉豚共に県内各市場より導入し、肉富の増殖に努めるとともに、畜産経営の省力化及び効率化を図るた

め、畜産施設の整備拡充.並びに飼料団の集約化をなし、農家所得の増大に努めているO

畜産環境保全事業

最近、畜産廃棄物の環境汚染が巷間に伝えられ.問題が提起されてきたが、これが対策として、市の

畜産施設資金及び国、県の褒寛保全事業に則り、ふん尿処理施設の開発をなしー畜産廃棄物の処理対策

に努めている。

畜舎移転促進事業

畜産の規模拡大による経営の合理化と併せて畜産公害対策の一策として、集団又は個人で移転する意

欲ある畜産農家に対し、資金及び技術面の指導に務めている。

ウ　水産関係

水産業経営安定対策事業

水産業の経営安定を図るた吟産業振興資金の貸し付けにより、優良種苗の導入ー漁船の唾造養殖機械

及び資材の円滑な購入等に努めている。

魚価低落等緊急対策資金貸付事業

窮三水俣病発生に伴う・有明海の魚価低落等による困窮漁家に対し4,0 0 0万円の資金貸し付けを実施

した。

魚貝類増殖対策事業

魚月類の繁殖保護を促進し生産の増大と漁家経営の安定を図るため淡水魚増殖事業、クルマエビ放流

事業、月類種苗発生施設設置事業,月類沖合い移殖事業を実施したO

漁港整備事業

水産業の基盤である漁港施設の垂備事業として押新漁港局部改良車巣漁港小規模施設改良事業を実

施した。
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エ　耕　地　関　係

金峰山南蔑開拓パイロット事業

金峰山南麓果樹地帯の基盤整備として県事業により、地区絵面積1 2 5.5 1 ha 、開係戸数2 2 6戸

総工費5億1,5 4 7万円をもって昭和4 0年に着工し4 9年を目標年次として民有林を開拓、果樹園9 7.

8 2 haを造成し、これを連絡する地区間道路として7.6 6 2m (幅5m )の幹線道路と4,'1 6 1.3m (幅

4m )の支線道路及び2 4,45 8m (幅3m )の耕作道路を築造すると共に、開畑による雨水排除として

3,3 8 5.1mめ排水路の築造が行われている。従ってとの事業の完了に伴い果樹植栽面積6 3.1 2 Ha

8,2 2 3万5千円の所得の増大が見込まれる。

事業費負担区分　　国65%　　県1 7.5%　　地元1 7.5%

(市費は幹線.支線道路及び用地買収補償費のみ)

熊本平野南部地区湛水防除事業

本市南部水田地帯は、主要排水河川である天明新川、無田川、加勢川の排水能力の低下と都市化による

集水量の増加によって、毎年降雨期には、異常な湛水K.みまわれ、農作物に臭大な被害をもたらし

ていたが、県の事業主体により受益面積88 0 ha 、絵工費9億3,20 0万円をもって昭和43年度より

着工、 5 1年度を目標年次として主要河川である加勢川に大型排水枚5基の設置と共に、河川の改修、付

帯施設等の工事が進められている。従って

水田裏作及び転作が可能となるなど多大の ニ‥ Li:

事業の完了によって湛水時間の縮少と共に労力の節減と

生産が見込まれる。

事業費負担区分　　国60%　　　県2 5.5%　　　市1 4.5%

水田転換特別対策事業(高砂地区)

本地域の耕地は白川河口海岸線の砂質土壌であり、また捷防に囲まれた低湿地帯で、海水の流入、排水

不良t降水の滞水等悪条件下の低生産地帯である。この要因を解消するため、排水路の整備.客土農業用

水の確保により施設園芸団地の育成を目標として、土地の高度利用をはかり、近代施設の導入を促進し、

農地の集団化により生産性を高め、農業所得の向上と農家経営の安定をはかる。

受益面積　　　　　　6 2.3的

関係戸数　　　　　　　8 4戸

工事期間

全体事業費

事業費負也区分

昭和4 8年度～5 0年度

185,000千円

国65%　　県20%　　地元15%

(市費は全体事業費の9 %を地元に補助)

熊本平野小島地区湛水防除事業

本小島地区は、国道3号線より以西の白川と坪蛸日にはさまれた、有明海沿いの5 7 6 haの流域面積を

もつ地域である。

本地域の排水系統は、各流域の水路を経て、排水樋門より坪井川に排除されているが、地区内EK:あって
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は流域内の開発により又排水本川の坪井川にあっては、その流域開発に伴って、流出率、 ・洪水量の増大と

土砂流亡により河床上昇並びに水位上昇等の流況変化による排水樋門の機能減退のため毎年6 - 8月の降

雨期には湛水被害を受けている。

本事業は受益面積1 5 8 haの湛水を排除することにより、水田の作付体系の高度利用と労力節減を図

り、農業生産の基盤の確立並びに農業経営の安定向上に資するとともに、集落地帯の環境衛生の向上を図

る。

工事期間　　昭和4 7年度実施設計　　昭和4 8年度～昭和5 0年度

全体事業費　204,00 0千円、昭和49年度事業費30,000千円

事業費負担区分　　国5 5%　　県2 b.b%>　　市1 9.5

用水路下水化対策事業

各市の進展と共に用水路の汚水化は年々著しくt農作物公害の一因となり、また環境衛生面からも早

急な対策が望まれていたが、本市においては昭和4 2年用水路下水化対策事業を計画、 4 8年度までに

主要水系である渡鹿堰系水路7.46 8m、石塘堰系水路2,8 4 lmを総事業費1億4,7 3 7万5千円で

しゅんせつ及び改良を完了した。なお、今後の実施計画は次の通りである。

年 度 事 業 内 容 予 定 額

4 9
m 3 0 , 0 0 0 千 円

1 , 1 0 0

5 0 5 , 3 0 0 5 3 , 0 0 0

5 1 2 , 7 0 0 4 0 , 5 0 0

5 2 2 ,8 5 0 3 9 , 8 5 0

5 3 2 , 7 0 0 4 0 , 5 0 0

5 4 4 , 5 0 0 3 7 , 0 0 0

5 5 2 , g o o 5 2 , 2 0 0

5 6 2 , 9 0 0 5 2 , 2 0 0

5 7 2 , 7 0 0 4 8 , 6 0 0

5 8 2 , 5 0 0 3 7, 5 0 0

5 9 2 , 5 0 0 3 0 , 0 0 0

6 0 2 , 4 0 0 3 1, 2 0 0

計 3 5 . 0 5 0 4 9 2 , 5 5 0
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(3)農業共済事業

幾燕-ft*-イこせハサ:*に.1・-'て旦汁たtfv仁を桃て/i L、噂や締'B"lI)Tfc::-i"*"tilミ・ため本市にい、-。ミし　肘馳

蚕萌、家畜の3部門にわたる共済事業を行っていも

4 8年度実施状況

対象農家戸数　4,639戸

項 目 3 1 ァ 共 済 ォ m 共 済 掛 金

保 険 料
手 持 ち

種 別 予定 数 金 額 金 額 総 額 国庫 負担 農 家負趣 共 靖 掛金

負

作

物

水 稲

a 千円

1,0 5 0 ,9 1 5

千円

1,0 3 3 ,9 9 5

千円

2 5か0 6

千円

13,9 9 2

千円

l l,9 1 4

千円.

0

千円

1 2.2 4 7
2 9 0 ,7 4 1

Kダ
1 0,5 0 9 ,1 4 8

陸 稲
9,8 3 0

9,2 5 0 、8.4 1 7 3 ,6 1 9 2 ,8 1 0 8 0 9 0 8 3 9

7 7,0 8 0

麦
1 6,4 7 5

l l ,2 9 0 1 0 ,7 3 4 2 ,7 5 0 2 ,0 1 0 7 4 0 2 0 1 5 3 9

2 8 2 2 4 4

計
3 1 7,0 4 6

1,0 7 1,4 5 5 1 ,0 5 3 ,1 4 6 3 2 .2 7 5 1 8 ,8 1 2 ′ 3,4 6 3 2 0 1 1 3 ,6 2 5

1 0β 68,4 7 2

# & *

箱

1 1 1 1,2 2 1 1 ,0 9 9 3 5 1 8 1 7 1 4 3

秦

ffi

初 秋重商 1 2 0.2 5 1,2 0 3 1,0 8 3 5 5 2 7 2 8 2 2 6

晩秋寅繭 1 0 0.2 5 1,0 0 3 9 0 3 1 3 9 7 0 6 9 .5 5 1 4

計 3 3 1.5 0 3 ,4 2 7 3 ,0 8 5 2 2 9 1 1 5 1 1 4 9 1 2 3

家

畜

成 乳 牛
1,7 9 1 頭

68.4 9 2 6 8 ,4 9 2 1 4 ,5 2 1 7 ,2 6 1 7,2 6 0 7,2 6 0 0

育 成 牛 2 9 8 68 8 6 8 1 8 4 9 2 9 2 9 2 0

把 育 牛 2,7 3 6 1 3 4 ,1 3 0 1 3 4,1 3 0 7,0 6 6 3 ,2 7 2 3 ,7 9 4 3 ,7 9 4 0

一 般 馬 2 6 2.2 9 0 2 2 9 0 2 4 1 9 6 1 4 5 1 4 5 0

種 雄 鳥 1 1 0 0 1 0 0 7 3 4 4 0

計 4,5 8 3 2 0 5β8 0 2 0 5β8 0 2 2,0 1 9 1 0 ,7 2 4 l l,2 9 5 l l,2 9 5 0

合 計 - 12 8 0 ,7 6 2 1,2 6 2 ,1 1 1 5 4 ,5 2 3 2 9 ,6 5 1 2 4 ,8 7 2 1 1 5 8 7 1 3 ,6 4 8
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11　緑化推進　　(森の都作戦)

~由来　森の都とうたあれた熊本市cL豊かな縁と清例な水に恵まれた自然のもとに今日の発展を遂げてきた

が、急激な都市化の波に今や昔日の面影を一変しようとしている。このため職和4 7年1 0月市議会において、

「森の都宣言」が決議され、直ちに縁化推進課を新設し、先人の残した自然と縁の遺産の保全につとめるとと

もに、市民の健康を守り、快適な都市壕境の造成をはかるため、市民の総力を結集して森の都作戦を展開する。

(1)森の都作戦推進体制

本部長　　　市長

(2)事　業　内　容

第一次目標を昭和6 0年とした録の衝づくり計画に基づき下記の重点施策を計画的に推進する。

ア　緑の保護・造成事業

市内に点存する由緒ある名木、大木、古木の保護育成

緑地の保全

公園、学校、公共施設等の緑化

公園緑地の確保と整備

街路の線化

緑園33ES劃JiiiBMt

立地条件を生かした樹芸生産団地の育成

市営圃場の造成管理

イ　市民運動の展開

緑化思想の普及徹底

市民運動の助長育成

家庭の緑化

記念植樹運動
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(3) 48年度事業実施状況

事 業 名 事 業 概 要 & m . 趣 当 課

計画調査事業

市全域航空 カラ- 写真撮 影委託
千円

3,8 0 0

良化推進課象 .老樹 .荷 路 . 公 園 . 学 校 . I 場 .公 共施設 の調査
5 1

調査委託者に支払 う費用弁償 1 5 0

4,0 01

縁化啓豪事業

縁の保全 と造成 事業 3,3 6 8 線化推進課

学校緑化啓蒙事業 2,1 2 0

5,4 8 8

学校教育課

苗木増穂 事業

樹芸産地育成 事業 1 3,0 0 0 農 林 課

蓮台寺開場の塵備卦 よび管理 7.6 5 8 緑 化推進課

新地首周 の新設か よび管理 3,4 4 2

24,1 0 0

労 働 課

樹木保 護事業

公園お よび街路樹の維持管理 3 0 0 が酎ヒ推進課

街路樹桝 の改 良事業 2,3 0 0

2,6 0 0

土木絶 持諜

公≡噸由設植栽事業

学校緑化事業 8,4 6 2 体育保健課、施 設課

街路樹植栽事業 17,0 8 2 土木組 長化推進課

公園緑化 事業 1 9,1 5 6
公園課、体育保 険課

積 数

市の公共施設轟化事業 2 0,3 0 6

6 5,0 0 5

山林育成事業 森 の都宣讃 己念林新種 3.4 6 5 農 林 課

合 計 1 0 4,6 5 9

12　食　肉セン　ター

昭和1 2年飽託郡春竹村及び同黒髪村にあった私設と畜場を買収、現在地に市営と畜場として新設し、 1 3

年業務を開始した。

昭和20年8月戦災により焼失したためー応急的な)くラック唾薬により業務を継続、昭和3 8年度オートメ

ーションシステムによる近代化を計画し、 2カ年の継続事業で、隣接地を買収し、ど億1,0 0 0万円(用地買

収費を含む)の工費をもって食肉センターを惑乱4 0年4月業務を開始し、同年1 0月食肉卸売市場を併設、

その後、と畜頭数の急増に対処するため、 4 2年廃水浄化槽及び冷蔵庫を増設(約4,9 7 0万円)し、更に食

肉検査の徹底を図るため4 4年と畜検査所が開設された。

4 7年度では水質汚滞防止法に対処するため、 5,1 80万円の工費をもって浄化槽2 5 0 t増設(旧500

t合計750t)に着工し、 48年10月完成した。

4 8年度では、場内職場募集整備と食肉衛生の向上を図るため、諸施設の改修=事並びに食肉市場の冷房工

事( 3,3 5 0万円)が竣工.また食肉地方卸売市場Iも畜産物の価格安定等に関する法律に基づく指定市場と

'MWSa冗
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4 9年度においては、施設の老朽化に伴う施設改良並びに食肉の衛生向上を図るため、 =費2,1 2 0万円

により、冷蔵庫改良ボイラー取り替え、自動計量器取り付け等計画中であるo

(1)施　　　設

所在地　熊本市南熊本2丁目3番1号

敷地面積10,443i

施 設の 名称 構 造 面積 能 力 備 考

食肉センタ-事務所 木造瓦茸2降壇 272m2 1障 1 4 3nf 2階1 2 9nf

懸 肉 室 鉄筋コンクリ- ト、一部

屋横鉄骨コン蝣> ')- ト

200

食 肉 卸 売 場 310 昭 4 8.7 冷房設備

冷 蔵 庫
〟 432

豚換算

1,2 0 0本

昭3 9.1 2 1 9 2 m 設置

昭4 2.1 1 2 4 0 I㌔増設

と 室 〟 934
解体童5 8 2 m2処理場1 4 4 m

内臓処理室2 0 8 irf

生 体 検 査 室 〟 8 4

け い 留 所 鉄筋スV I ト茸 26 1
/J、動物収容所2 5 3 i

大動物抑留所1 0 8 m2

病 畜 と 室 鉄筋コンクリ、ト 7 0 柄.畜と室1 0 O rf

浄 化 槽 活性汚泥方式

日間処理

能 力

7 5 0 t

昭 4 0.3 2 5 0 t 設置

昭4 2.6 2 5 0 t 増設

昭4 8.1 0 2 5 0 t 増設

焼 却 炉 鉄筋スV I ト茸 13 2 3 基
1.5 t処理炉2基

2 t処理炉1塞

出 荷 者 控 皇 木造亜鉛引鉄板茸 48

と,J 畜 検 査 所 鉄麻コy ク.) - ト2階唾 242 1階 1 2 1 1 階 1 2 l nf

(2)と殺頭数

区 分 年 度 4 5 4 6 4 7 4 8 .

ヰ 5,5 9 0 ( 6 3 ) 5,6 5 0 ( 4 9 ) 6,6 0 6 ( 3 2 ) 4 ,1 1 1 ( 2 8 ;

馬 5,1 9 4 4,3 7 3 3,7 9 3 2 ,9 3 8

豚 2 0 7,2 4 7 ( 9 0,7 6 9 ) 2 0 9 ,3 1 3 ( 9 9,2 3 3 ) 1 9 9,5 8 7 ( 8 4 ,2 5 3 ) 1 8 7,1 6 3 ( 9 0,5 3 7 )

牛 ′

( 6 O Kダ以 下 ー
7 3 1 1 9 1 1 4 6 4 8

幼 駒 4 7 6 2

柄
山
羊

2 O K?以上 4 7 0 3 5 0 4 8 9 1 0 0

2 0 KO以 下 7 9 6 1,0 0 5 3 3

計 2 2 0 ,0 7 5 ( 9 0 ,8 3 2 ) 2 2 0,8 8 8 ( 9 9,2 8 2 J 2 1 0,6 2 1 ( 8 4β8 5 ) 1 9 43 9 5 ( 9 0万6 5 )

(注) (　)は上場頭数を示す

(3)使用料及び手数料
(単位　円)

使 用 、 区 分

手 数 料

午 属 豚
午

( 6 O K ,以 下 )
幼 駒

緬 山 羊

2 0 K以 上 2 0 K ォ.以 下

と 畜 場 使 用 料 5 0 0 5 0 0 3 5 0 1 5 0 3 0 0 1 0 0 3 0

解 体 科 5 0 0 1,0 0 0 1 5 0 3 0 0 5 0 0 1 5 0 1 5 0

検 査 手 数 料 2 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 2 0 0 5 0 2 0

格 付 手 数 料 3 0 - 1 0 - - - -

冷 蔵 庫 使 用 料 6 0 6 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0

市場使用料　売上金額の1,0 0 0分の3.5以内
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13　農　業　委　員　会

(1 )農地法関係申請処理状況
(昭和4 8年度)

項 目 法 3 条 法 3 条 法 4 ～ 5 条 芸壷 聾 非 農 地 宗

申請
合 計

ー農

L<

(権 利者動 ) (骨 昔蜘 ( 宅地 への転用 ) 証 明

件 数 面 積 面 積 件 数 面 積 件 数 面横 件数 両 横 件数 件 数
件数

1
島崎、横 手、花園

池田 7
nf

1 5 ,0 5 1
Irf

2 1 8
nf

8 9 ,1 3 9 I V
Pf

8 ,1 3 9 1 5
Ire

9 ,4 1 8 l l 2 6 1

2

春 日、二本木、新∃=

河原、垂線 八島

田崎

5 6 .1 0 1 7 5 3 9 ,9 9 0 1 3 6 ,9 1 4 2 4 7 5 6 1 0 1

3 春 竹、本荘、本山 5 4 ,2 4 0 1 2,9 4 1 5 .1 2 8 ,5 2 8 2 8 0 0 1 5 1 5 5 6 5

4 画 図 4 3 5 7 ,7 6 9 7 7 7 4 ,5 5 7 7 5 ,4 9 6 2 1 ,5 2 9 4 1 3 3

5 健 軍、 神水 l l 1 2 .3 0 8 2 9 3 1 7 3.1 6 4 1 2 1 2 2 6 2 4 5 ,8 7 5 2 3 2 2

6 清 水 l l 9 ,4 1 4 3 8 9 1 8 2,4 7 6 6 6 ,7 6 1 3 2 ,3 8 8 9 4 1 8

7

薄場、島、上 ノ郷
鳶、八幡、合志
刈草、白藤

1 7 1 4 ,3 7 4 2 4 ,0 9 5 1 1 2 6 0 ,3 1 5 1 2 6 4 2 6 1 1 1 3 4

8
世安、十禅寺、平田
近見、高江、南高江二 2 9 5 0 ,4 3 9 1 9 9 1 1 6 7 1 5 4 ,7 8 2 7 5 ,4 8 7 3 1,4 1 6 l l 2 1 7

9
大江、出水、渡鹿

保 田窪、新南部
1 7 1 7,6 4 7 2 2 ,4 1 5 2 9 9 1 6 4 ,7 0 6 8 8 ,5 5 8 2 7 2 4 9 3 3 7

1 0 元 三、 野 田、A M 1 4 2 5 ,8 4 6 4 8 1 7ー1 5 7 1 4 0 3 3 6 3 6 8 7 4

l l 田 迎 1 8 4 8 ,4 6 3 1 1 3 6 0 ,9 3 1 3 3 ,3 2 7 2 1 3 6

1 2 御 幸 2 6 5 5 ,7 7 9 1 4 ,3 3 8 5 7 3 1,5 7 0 1 2 9 8 6 9 1

1 3 砦産晦 t a 橋 3 5 3 5 ,5 7 8 3 2,3 4 2 6 9 3 9 ,8 7 9 6 2 ,3 8 4 4 2 .2 8 8 1 1 1 5

1 4 城 山 2 0 2 3 ,6 8 5 3 3 ,5 7 4 3 6 l l,4 2 8 1 2 9 7 9 6 8

1 5 秋 津 3 1 5 2 ,4 7 2 1 2 ,9 3 1 1 0 1 5 7 ,5 1 3 3 3 ,5 8 7 2 1 3 8

1 6 松 尾 1 6 2 1 ,8 8 3 1 4 5 ,9 1 4 1 2 2 1 1 3 2

1 7 4 、 島 1 9 3 2 ,8 8 3 2 1 1 6 ,8 4 0 1 3 3 0 2 4 4

1 8 龍 田 4 3 4 7 ,7 6 4 2 5 5 2 0 5 ,0 7 3 5 1 ,7 0 2 1 3 0 4

1 9 中島、押新、 中原 5 0 1 6 4 ,4 5 4 3 4 ,5 6 3 3 6 2 4,2 1 7 1 9 0

2 0

P̂ U j、鹿棉欄、
削、石原、 中江

青原、上南部
下南部

4 7 6 2 .1 5 0 4 8 .0 0 7 8 5 7 8 ,1 5 0 1 5 ,2 0 0 2 3 5 6 1 1 4 0

2 1 長 嶺 、 御額 2 0 2 4 ,7 2 1 2 3 ,8 0 5 3 1 4 3 1 1,7 3 9 3 1 ,8 4 9 3 3 9

2 2 戸島 、 /J山 1 7 2 4 ,5 5 7 1 1,1 9 6 1 4 9 2 8 0,9 7 4 1 7 9 6 1 1 6 9

合 計 501 8 0 7 ,6 0 8 2 4 4 1,1 9 8 2 ,9 7 9 ,1 0 9,0 4 2 8 2 7 0 ,2 1 0 5 4 4 1 .0 9 6 9 2 3 ,7 2 8
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(2)農地転用状況

区分

年度

個 人 法 人 公 共 団 体 合 計

件 数 面 積 件 数 面 蹟 件 数 面 積 件 数 両 横

4 5 2 .1 2 0
∫♂

7 7 0β4 7 1 6 7
l7f

3 8 0 ,1 7 4 1 0
Jd

6 9 ,0 7 1 2 ,2 9 7
Iが

1,2 2 0 ,0 9 2

4 6 3 a 3 7 U 2 8 ,9 1 3 2 6 9 3 5 1,4 0 2 5 1 2 ,0 7 0 3 ,4 1 1 1,4 9 2 ,3 8 5

4 7 2 ,8 3 3 1,0 5 3 ,7 4 1 1 ,0 9 2 1,0 5 9 ,4 7 1 4 5 5 0 2 2 6 3,9 7 0 2,1 6 3 ,4 3 8

4 8 2 ,5 5 6 1.0 9 9 ,7 1 2 3 8 8 8 8 6 ,5 3 0 3 5 1 2 2 ,8 0 0 2 ,9 7 9 2ユ 0 9 ,0 4 2
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